
北埋調報171

八雲町

野田生4遺跡

－北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間） 埋蔵文化財調査報告書－

平成13年度

北海道埋蔵文化財センター財団法人

１
１







口

~

~



北埋調報171

八雲町

野田生4遺跡
埋蔵文化財調査報告害－～長万部間）一北海道縦貫自動車道（七飯

平成13年度

J 北海道埋蔵文化財セン財団法人 タ ~





口絵1

驚織灘
琿

識

呼晶

錘

野田生の遺跡群（西から）



口絵2

熟議鳶議蕊蕊
貞熱鞍

蕊議蕊
，､識瀞.訴;『 ． ；鋪＊騨‘‘響‘#"薇

懸丑

~

~~ ~

調査状況(IW西から）

遣構完掘状況（｢卜j束から）



口絵3

H- 1 完掘状況（北内から）

H-2 完掘状況（北東から）



口絵4

H-2 土器出土状況（北から）

復元土器



言例

1 .本書は日本道路公団北海道支社がおこなう北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間）建設工事に伴

い、財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成12年度に実施した八雲町野田生4遺跡の埋蔵文化財

調査報告書である。

2．調査は、第2調査部第1調査課が担当した。

3．本書の執筆は、 1 ． Ⅱ ．Ⅳ・Ⅵ章坂本尚史、 Ⅲ章坂本尚史・中田裕香が担当し、全体の編集は坂

本尚史が担当した。

4．遺物の整理は、 1次整理を中田裕香・坂本尚史が、 2次整理を坂本尚史が担当した。

5．調査での写真撮影は坂本尚史・中田裕香が、室内での遺物の撮影は菊地慈人が担当した。

6．各種の同定、分析は下記に依頼した。

放射性炭素年代測定：株式会社地球科学研究所

黒曜石産地分析：京都大学原子炉実験所

炭化材樹種同定：パリノ ・サーヴェイ株式会社

炭化植物種子の分析：パリノ・サーヴェイ株式会社

7． 報告書刊行後、出土資料および記録類は八雲町教育委員会が保管する。

8． 調査にあたっては下記の諸機関、諸氏にご協力、 ご指導を頂いた。

北海道教育庁文化課、八雲町教育委員会、八雲町郷土資料館三浦孝一・柴田信一・横山英介・

安西雅希・吉田力、七飯町教育委員会石本省三、青森市教育委員会児玉大成、函館市教育委

員会田原良信・野村祐一・野辺地初雄、市立函館博物館長谷部一弘、市立函館博物館五稜郭

分館佐藤智雄、松前町教育委員会久保泰・前田正憲、知内町郷土資料館高橋豊彦、木古内

町教育委員会菅野文二・大谷内愛史・木元豊・三上英則・山田央､上磯町教育委員会森靖裕、

戸井町教育委員会鈴木正語、南茅部町教育委員会阿部千春・福田祐二、森町教育委員会藤

田登、長万部町教育委員会佐藤稔、上ノ国町教育委員会松崎水穂・斉藤邦典・三浦秀俊・松

田輝哉、乙部町教育委員会森広樹・藤田巧、奥尻町歴史民俗資料館木村哲朗、北檜山町教育

委員会谷岡康孝、今金II]教育委員会寺崎康史、苫小牧市埋蔵文化財調査センター赤石慎三、

伊達市教育委員会大島直行・青野友哉・小島朋夏、虻田町教育委員会角田隆志、平取町森

岡健治・長田佳宏、千歳市教育委員会乾哲也、帝京大学阿部朝衛、佐々木日登美



’
凡 例

1 .遺構は本文、図、表中では以下の記号を用いて表した。原則として調査確認順に番号を付し、記

号と番号の間には発掘区名と区別するためハイフンを挿入した。H:竪穴住居跡P :土坑F :
焼土

2．遺構内の施設に関しては、以下の記号を用いた。

HP :竪穴住居跡内の土坑。柱穴も含む。 HF:竪穴住居跡内の覆土で確認された焼土。炉は
含まない。 PP :士坑内の士坑。

3．遺構図の縮尺は、スケール等が入っているもの以外は原則として40分の1であるが、 H－1のみ
は50分の1で掲載した。

4．遺構平面図交点傍らの名称記号は右下の区画を示している。交点の表記がないものは傍らにグリ
ッド概略図を設けて確認地点を示した。

5．遺構平面図の小数字は標高（単位m) を表している。

6．基本土層図、遺構の土層堆積図に表記した数字は、標高（単位m) を表している。

7．基本土層はローマ数字、それ以外の土層はアラビア数字を用いて表した。

8．遺構出土遺物の平面分布図におけるシンボルマークは、原則として●土器、○石器、▲礫、口土

製品で、◎は個体土器がまとまって出土したものを表している。

9．遺構の規模は「確認面の長軸の上端／下端×確認面の短軸の上端／下端×確認面からの最大深・

最大厚」を単位Cmで示した。なお、一部破壊されているものは( )で示した。

10.土層名は下記の記号を用いた場合がある

Ko-d :駒ケ岳-d火山灰

Ko-g :駒ケ岳-9火山灰

火山灰の略号は、北海道火山灰命名委員会（1982） 『北海道の火山灰』による。

11．遺構出土遺物で、異なる層位同士が接合している場合、床面構築施設層位→床面→覆土構築施設

層位→覆土→包含層の優先順序で層位を記述している。

12．遺物実測図と土器拓影図の縮尺は、 スケールが入っているもの以外は原則として以下のとおりで

ある。土器・礫石器： 3分の1 剥片石器・磨製石斧： 2分の1

13．遺物写真図版の縮尺は、基本的に土器が3分の1、剥片素材石器と磨製石斧が2分の1 ，礫素材

石器が3分の1だが、復元土器に関しては任意の縮尺とした。 また、剥片素材石器と磨製石斧に関

しては正面と裏面を撮影した。

14．挿図の遺物掲載番号は、 Ⅲ章掲載のもの(遺構出土遺物）と、Ⅳ章掲載のもの（包含層出土遺物）

それぞれに連続番号を付した。また図版の遺物掲載番号は挿図の番号に符合する。つまり、ひとつ

の資料に対し、挿図も図版も同一の番号を付している。

15．石器の計測は「長さ×幅×最大厚」で示し、図I - 10の方法を用いた。厚さは最大値を採用して

いる。剥片素材石器のうち、 スクレイパーやRフレイクなどの不定形なものについては素材長軸を

’

石器の長軸とし

る部位は（ ）

16．実測図中で敲

実線と破線を組

た。また礫素材石器は最長部を長さ、直交する最長部を幅として計測した。欠損す

で表している。

打痕はVV、すり痕は目で範囲を表した。また、 自然面はドット、節理面は

み合わせたもので表現した。
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I 調査の概要

I 調査の概要

1 調査要項

事業名：北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間）埋蔵文化財発掘調査

委託者： 日本道路公団北海道支社

発掘期間：平成12年7月13日～平成12年10月31日

整理期間：平成12年11月1日～平成13年3月30日

：平成13年4月1日～平成14年3月29日

遺跡名：野田生4遺跡（道教委登録番号B-16-50)

所在地：山越郡八雲町野田生384他

調査面積: 2300nf

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

（平成12年度）

理 事 長 大澤 満

專務理事 宮崎 勝

常務理事 木村尚俊

総務部長 柳瀬茂樹

第2調査部長 鬼柳 彰

第1調査課長 種市幸生（発掘担当者）

主 任 中田裕香（発掘担当者）

文化財保護主事 坂本尚史

（平成13年度）

理 事 長 大澤 満

専務理事 宮崎 勝

常務理事 木村尚俊（平成13年7月逝去）

総務部長 柳瀬茂樹

第2調査部長 大沼忠春

第1調査課長 種市幸生（発掘担当者）

文化財保護主事 坂本尚史

3 調査に至る経緯

北海道縦貫自動車道（函館～名寄間）は函館市を起点として室藺・苫小牧・札|幌市を経由し、名寄

市に至る総延長488kmの路線で、 このうち長万部～旭川麿栖間は既に供用されている。七飯～長万部

間の路線については平成5年11月から事業が進められている。この事業に対する埋蔵文化財調査につ

いては平成2年4月、 日本道路公団北海道支社から事前協議がなされ、協議を受けた北海道教育委員

会では平成2年4月および平成7年11月に所在確認調査を、平成7年10月以降順次範囲確認調査を実

施した｡野田生4遺跡については､平成11年5月に範囲確認調査が実施され､発掘調査の必要な面積6140

㎡が提示された。文化課が道路公団と協議した結果、計画変更は不可能なことから、発掘調査を実施

Ｉ



3 調査に至る経緯

図1－1 遺跡の位置（この図は国土地理院発行5万分の1地形図「八雲」 を複製したものである

2



I 調査の概要

することとなった。 6140㎡の内2250㎡は4車線化時調査範囲・余裕幅等で、調査予定面積は3890㎡で

算出された。平成12年度調査では、調査予定面積3890㎡の25％に当たる972㎡が計画されたが、工事

計画の変更に伴い、 25％調査の結果に基づいた2300㎡を平成12年度内に調査することが、北海道教育

庁文化課、 日本道路公団、北海道埋蔵文化財センター3者による協議により決定された（図1-5) 。

野田生4遺跡は函館工事事務所管内にかかり、遺跡の所在する野田生地区のほか、 山越・落部・栄

浜地区の調査は平成12年度から着手されている。調査遺跡は、八雲町では山越2遺跡・山越3遺跡・

山越4遺跡・野田生1遺跡・野田生2遺跡・野田生4遺跡・野田生5遺跡・落部1遺跡、栄浜l遺跡

（北海道埋蔵文化財センター） 、旭丘l遺跡・浜松3遺跡・栄浜3遺跡（八雲町教育委員会）が、森

町では、濁川左岸遺跡（北海道埋蔵文化財センター）がある。

4 調査の概要

(1) 発掘区の設定

発掘区はアルファベットの大文字と数字の組み合わせで表示し、規格は4m×4mとした。設定の基

準は、工事測点のSTA.582とSTA.583の2つの基準点を通る直線を西南一東北方向の基線とし、南

南東一北北西方向は基準点を通り、基線に直交する直線とした。ライン設定は、西南一東北方向をア

ルファベットの大文字とし、基線をMラインに設定後、北北西側にN、 O、 P、 Q、 R…と進行し、

南南東側には逆にL、 K， J、 I、 H…とした。北東一南西方向は数字とし、 STA.582を通る直線

を50とし、西南側に51， 52， 53， 54…、東北側は逆に49， 48， 47， 46…と進行した。基準点の測量

成果は下記のとおりである。

STA.582 X=197851.205 Y=8960.144

STA.583 X=197861.592 Y=8860.694

発掘区の名称は、 4m四方区画の南側隅のライン交点で示した。例えば、基線Mラインと基準点

STA.582を通る50ライン交点の北側の区画はM50区となる （図1-4)。

(2) 調査の方法

調査は当初計画にしたがい、詳細な遺構、遺物分布状況の把握を目的とした25％調査から開始した。

調査区は､南南東一北北西方向を44． 53 ． 66 ． 75 ．80．85ラインに､西南一東北方向をMラインに沿っ

て、 2m1幅で設定した。重機による表土除去の後、層位を確認しながら、人力による掘削をおこなっ

た。メインセクションは発掘区のラインに設定し、 この段階で土居断面の観察、記録をおこなった。

25％調査の結果、沢を挟み西側の地区のほとんどがローム層までの削平を受け、東の沢に面した部分

で良好に包含層が残存する状態を把握した。また、遺物は沢に面した範囲に、遺構は東側地区及び西

側地区の北側に主に分布することが確認された。上記の結果から、調査面積を主に遺構、遺物の分布

する範囲2300㎡とし、調査は平成12年度におこなうことが決定された。また、調査区は、沢を挟んで

東側をA地区、西側のIライン以南をB地区、 Iライン以北をC地区に区分した。

本調査は9月末より開始された。重機により発掘区全体の表土除去をおこない、 4m区画の杭の設

定を業者に委託した。発掘調査は基本的にこの4m区画（以後、発掘区） を単位におこない、包含層

から出土した遺物は、発掘区及び層単位での一括取り上げとした。調査は早期の遺構数把握を目的に、

包含層調査から着手した。良好にⅢ層以下が残存する範囲は、 ローム層上面、 もしくは遺構確認面ま

で連続して掘削し、 ロームまで削平された範囲にたいしては、 ジョレンによる精査をおこなった。遺

構の分布を確認後、順次遺構調査を開始した。遺構は土層観察記録用のベルトを残しながら掘削を

行った。遺構内の出土遺物は層位によって取り上げ方法を変更した。遺構上部の自然堆積層（Ⅲ層相

3



4 調査の概要

図1－2 野田生4遺跡と周辺の遺跡
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4 調査の概要

当）に包含されていたものは遺構及び層位を記録して一括で取り上げた。覆土、床面出土の遺物は、
図面、台I脹等に出土地点を記録し、遺構単位での連続番号を付して取り上げた。ただし、調査の都合
により、覆土出土遺物の一部は層位による一括取り上げをおこなっている。尚、出土位置の記録は、
杭から1m単位で水糸メツシユを組み、図面実測でおこなった。出土地点の標高の計測はオートレベ
ルを用いた。

排土場は沢への排士流入を避けるため、調査区の南側、道路用地内の調査不要範囲に設定した。ま
た、土襄を積み上げて流入防止の補強とした。

(3) 整理の方法

遺物は調査方法により、遺構出土遺物と包含層出土遺物に2分される。

1次整理のうち、遺物の水洗作業は現地で、注記、点数・重量集計、 1次分類は江別市の整理作業
場でおこなった。注記は基本的に全点に対しておこなった。注記は調査年を西暦の下二桁で、遺跡名

はアルフアベットを用いた略称（野田生4=ND4)で先頭に表し、以下、発掘区・層位・遺物番号

の順に記入した。ただし点取り遺物、一括遺物、一括抜き出し遺物の、遺物種類ごとに異なる記入方
法を設定したため、以下例をあげて説明する。

点取り遺物(H-l、遺物番号105の場合）

00. ND4. H-1. 105

調査年 遺跡名 遺構名 遺物番号

一括遺物(M62区、 I層一括の場合）

00． ND4. M62. I

調査年 遺跡名 発掘区名 層位

一括抜き出し遺物(M43区、 Ⅲ層、遺物番号5の場合）

00. ND4. M43. m. 5

調査年 遺跡名 発掘区名 層位 遺物番号

集計、分類作業は以下のようにおこなった。遺構の点取り遺物は、個々の遺物に対しての点数集計

と分類を行い、石器に対してのみ重量計測まで行った。遺構・包含層の一括遺物は、遺構・発掘区の

層位単位で分類別の点数を集計し、石器に対しては重量計測までおこなった。また、一括遺物のうち、

器種名の付された石器（トウール）を抜き出し遺物として抽出した｡抜き出し遺物は点取り遺物同様、

遺構．発掘区ごとに連続番号を付し、層位が変わっても番号はそのまま連続させた。 また、抜き出し

遺物には、個々の遺物に対しての分類と重量計測を行った。集計、計測の情報は、 「遺構点取り遺物

台帳｣、 「遺構一括遺物台帳｣、 「遺構一括抜き出し台帳｣、 「包含層一括遺物台帳｣、 「包含層一括抜き出

し台帳」の5種類の手書き台帳を作成して記録し、 この台帳をもとにコンピューターへの入力をおこ
なった。

2次整理は土器と石器に分けて説明する。土器は個体分類・接合作業を経て、良好に器形が確認で

きたものに対してセメダインとバイサムを用いた接合復元作業をおこない、図化した。破片資料に対

してはおおよその文様構成や器形のわかるものに対して拓影図及び断面図を作成した。

接合作業後には、接合番号を付し、属性内容等を接合台1帳に記録した。 また、接合しないが同一個

体と判断されるもの、単一でも個体と判断されるものなどを管理するため、管理個体番号を付し、個

体別台帳に記録した。掲載遺物に関しては、全てに管理個体番号が付されている。

実際の整理では、資料の残存の度合いによって、復元や図化の方法などが異なるため、個体を5種

類に区分し、区分ごとの規格に沿って復元・図化・撮影の各作業が進行するシステムを用いた。こう

’

／勺

0



I 調査の概要

した資料区分をおこなうことにより、遺物の収納や作業指示に対する混乱の回避、省力化が図られ、
夏期の調査員不在時でもスムーズに作業を進行することができた。

石器は再分類後に遺構・包含層別、器種別に収納し、必要な計測・属性観察をおこなった。図化は
器種分類した中でも定形的で、器体残存の良好なものを選択しておこなった。図化作業後、可能な限
り同一母岩資料の識別に努めながら接合作業を実施したが、数点の接合成果しか得られず、 また空間
分析等に関する情報も抽出できないため､接合番号､個体番号の設定､台1帳等の作成はおこなわなかっ
た。

遺物の写真撮影は挿図に掲載した資料に対してのみおこなった。

(4) 基本層序

士層断面の観察をA地区は52ライン、 C地区はMラインで行い、土層断面図を作成した。A地区は

沢の縁辺にあたり、 Ⅱ層以下の各層が20cm以上の堆積で確認できる、良好な残存状況であった。 C地

区は沢に近い68ラインまでは良好に堆積が観察できるが､70ライン以西ではロームまでの削平を受け、

地形の変化に伴う堆積状況の特徴を捉えることは困難な状況であった。尚、 73ライン以西の士層堆積

図は遺物包含層が残存しないため、図版の掲載を割愛した。また、削平された上部には、深い部分で

1.8mほどの盛土が施され、 これは一度削平した土を傾斜地形に盛土し、平坦に整地したものである

らしい。以下挿図1－3～8にしたがって基本層序を述べる。

I 層：黒褐色土及び黄褐色士。表土、撹乱・耕作土である。ロームまで削平された部分では、 Ⅱ

～Ⅲ層主体の黒褐色土層下に、Ⅳ～V層主体の黄褐色土が盛土されていた。

Ⅱ 層：黄白色火山灰層。駒ケ岳起源のKo-dとみられる。Ko-dの噴出年代は1640年とされる。

Ⅲ層：黒色土。上部は腐植土居で粘性．しまり共に強く、粒子が綴密である。下部は暗褐色でし

まりも強く、上部に比べやや粗粒である。上部と下部の層界が漸移的で不明瞭なため、同

一層序として扱った。層厚は厚い部分で30cm程である。遺物包含層。

Ⅳ層：暗黄褐色土。粘性．しまり共にやや強い。ソフトロームを主体に暗褐色土が斑状に混じる、

いわゆる漸移層。層厚は10～20cmほどである。遺物包含層。

V層：黄褐色ローム。粘性．しまり共に強い。

各層の堆積時期は、出土遺物及び八雲町内の他遺跡の層位との比定から、Ⅳ層が縄文時代早期、 Ⅲ

層が縄文時代前期から1640年までと考えられる。 しかし、Ⅳ層から縄文時代中期の遺物が出土する例

があり、凍結、融解による土壌撹乱作用の影響により遺物が上下移動したことが考えられる。なお、

挿図1－3～8中に示した1～5までのアラビア数字による表記は、基本土層以外の以下の細分層序

内容を示している。

1 ：暗褐色士。砂質である。

2 ：暗褐色土。

3 ：暗黄茶褐色土。

4 ：黒褐色士（下部は黄褐色士混じり）

5 ：暗黄褐色士

6 ：暗茶褐色士（暗黄褐色土混じり）

7 ：櫃褐色士(Ko-gとみられる櫃褐色パミスを含む）

8 ：淡黄褐色士

7
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’
I 調査の概要

(5) 遺物の分類

土器

土器はこれまで渡島半島、噴火湾～太平洋沿岸で発掘調査された成果に基づく分類を踏襲すること

とした。縄文時代早期に属するものをI群とし、以下前期をⅡ群中期をⅢ群、後期をW群、晩期を

V群とした。続縄文時代のものはⅥ群、擦文時代のものはⅦ群である。

I群縄文時代早期に属する土器群

A類貝殻条痕文のあるもの

B類縄文、撚糸文、絡条帯圧痕文、組紐圧痕文、貼付文などの施されるものc

縄文時代前期に属する土器群

縄文尖底土器群

円筒土器下層式に相当するもの

群

類

類

Ⅱ

Ａ

Ｂ

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器群

A－1類円筒土器上層a式に相当するもの

A－2類円筒土器上層b･ c式に相当するもの

A－3類サイベ沢Ⅶ式、見晴町式に相当するもの

B－1類榎林式に相当するもの

B－2類大安在B式、 ノダツプⅡ式に相当するもの

B－3類煉瓦台式に相当するもの

縄文時代後期に属する土器群

余市式、入江式、大津式、 白坂3式に相当するもの

船泊上層式、手稲式、賊澗式に相当するもの

堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの

群

類

類

類

Ⅳ

Ａ

Ｂ

Ｃ

縄文時代晩期に属する土器群

大洞B式、上ノ国式に相当するもの

大洞C｣式、大洞C:式に相当するもの

大洞A式、大洞A′式、 タンネトウ］トウL

群

類

類

類

Ｖ

Ａ

Ｂ

Ｃ 式に相当するもの

続縄文時代に属する土器群

恵山式以前に相当するもの

恵山式に相当するもの

後北式に相当するもの

弥生系に相当するもの

群

類

類

類

類

Ⅵ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ⅶ群擦文時代に属するもの

石器

石器は遺跡内で出土したものに対し、 そ-の器種名称と定義を述べることとする。尚、石器の計測方

血



1 調査の概要

法については文章中及び挿図1-10に示した。

石鑛

剥片を素材とし、押圧剥離により両面調整され、尖頭形を呈す5cm未満のもの。
つまみ付ナイフ

剥片を素材とし、 ノツチ状の加工により端部につまみ部が作り出されたもの。
石錐

剥片を素材とし、端部に錐状の突出部を有するもの。

スクレイパー

剥片を素材とし、調整剥離面が側縁に10面以上連続して加えられたもの。
両面調整石器

剥片もしくは礫を素材とし、剥離が素材の両面に施されるが尖頭形でないもの。
ピエス・エスキーユ

剥片もしくは礫を素材とし、対向する小剥離が素材の両端部にあるもの。また、いわゆる両極剥離
打法により発生する各種の割れの特徴を有すもの。

Rフレイク（二次加工ある剥片）

剥片を素材とし、 10面未満の散漫な剥離が加えられた不定形のもの。

剥片

石核、石器（トゥール）から剥離されたもので、二次的な剥離を受けていないもの。

石核

剥片もしくは礫を素材とし、石器（トウール）の素材となりえる大きさ・形状の剥片を剥離した痕

跡が複数あるもの。

原石

打製石器の素材を供給する石材の礫のうち、素材剥片の剥離がおこなわれていないか、 もしくは不

明瞭なもの。石器の原材料とみられるもの。

石斧

剥片もしくは礫を素材とし、敲打・打欠き ・研磨により整形され、斧状の刃部があるもの。

敲石

礫を素材とし、敲打痕があるものの内、能動的と考えられるもの。

すり石

礫を素材とし、擦り痕があるものの内、能動的と考えられるもの。

扁平打製すり石

礫を素材とし、周囲を打ち欠き、楕円・半月形に整形されたもので、下縁に幅の狭い擦痕を有する

もの。下縁が両面調整により、鋭い縁辺を呈すものも含む。器体は扁平である。

北海道式石冠

分厚い礫を素材とし、打ち欠き、敲打により、石冠の形状に整形されたもので、下面に幅広い擦痕

を有する。器体中央部には敲打による凹みが回る。

台石・石皿

礫を素材とし、擦り痕もしくは敲打痕があるものの内、受動的と考えられるもの。

(6) 調査結果の概要

野田生4遺跡は八雲市街の南東約7.5km、標高約20～40mの海岸段丘上に立地し、西側は無名の沢
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I 調査の概要
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4 調査の概要

を挟んで野田生2遺跡に隣接している。野田生2遺跡では、野田生4遺跡とほぼ並行する時期の遺構、
遺物がまとまって確認され、立地を含めた両者の関係が注目される。野田生4遺跡の位置する海岸段
丘は背後の丘陵地に連続し、遺跡の地形は南から北へ緩やかに傾斜している。調査区は、遺跡の西端、
標高約25～33mの範囲に位置し、西端と中央部には沢の開析によって谷地が形成されている。今回の
調査では、縄文時代中期～縄文時代晩期までの遺構、遺物を確認した。

遺構は竪穴住居跡2軒、土坑13基、焼土・炭化木片集中1箇所である。竪穴住居跡は長径8mを超

える大型のもの(H-1)、卵形を呈するもの(H-2)があり、両者とも住居廃絶後の竪穴の窪み
を利用して焼土、士坑などが形成されている。土坑は浅い竪穴状のもの(P-2， P-3) と長径2

mほどの楕円で深さ1m前後のもの(P-4， P-6)があり、前者は住居に類する性格を有す可能

性が、後者は遺物の出土状況から墓の可能性がある。これらは出土遺物から縄文時代中期中葉に構築
されたと考えられる。

遺物は、遺構から土器(1723点)、石器(502点･ 118756.49)、土製品(1点)、包含層から土器(1506

点･ 15127.99)、石器(202点･44087.89)、土製品(1点）が出土している。遺物の詳細な集計結

果は表Ⅲ－1 ． 2，表Ⅳ－1 ． 2に示した｡遺構出土の土器はサイベ沢Ⅶ式と見晴町式が主体である。

含層出土の土器は、円筒土器上層式b･ c式、サイベ沢Ⅶ式、見晴町式、榎林式などで、遺構に並行

する中期中葉のものが多数を占めるが、A地区からは縄文時代晩期中葉の大洞C,～C2式土器がまと
まって出土している。

石器は石鑛つまみ付ナイフ、石錐、スクレイパー、両面調整石器、Rフレイク、ピエス・エスキー

ュ、剥片、石核、原石、石斧、すり石、扁平打製すり石、北海道式石冠、敲石、台石・石皿が出土し、

スクレイパーが多数出土している。また、 スクレイパーは、刃部裏面に光沢が観察されるものを多数

確認した。剥片素材石器の石材は頁岩が主体であるが、多数の母岩が混在し、接合作業の結果からも

調査区外からの素材、製品での搬入が考えられる。礫素材石器の石材は安山岩が主体で、野田生地区

近辺の河原石を採取したものと考えられる。

~

Z4



Ⅱ遺跡の位置と環境

Ⅱ遺跡の位置と環境

1 遺跡の位置と周辺の地形

遺跡の所在する八雲町は、内浦湾（噴火湾）に面する渡島半島の北東部に位置し、渡島管内では最

も広い面積(736.47k㎡） を有している。北側はルコツ川を挟み長万部町と、南側は茂無部川を挟んで

森町と、西側は渡島山地を挟んで、桧山支庁の今金町、熊石町、厚沢部町、乙部町、北桧山町と接し

ている。遺跡は八雲市街の南東約7.5km、標高約20～40mの海岸段丘上に立地する。八雲地域の海成

段丘は低位から森段丘面（海抜30m以下)、落部段丘面（海抜20～70m)、山越段丘面（海抜40～120

m)、野田追面（海抜80～200m)、境川面（海抜200～300m)に区分され、遺跡の位置する段丘面は

落部段丘面にあたる。遺跡は柏木川と弥之助沢川に挟まれた範囲のほぼ中央に位置し、大規模な河川

からは直線で1km以上の距離があるが､遺跡の西端及び中央には沢が流れ込み、北側で合流している。

調査区はこの無名の沢によって形成された谷地形の縁辺に沿って設定され、調査区の立地する平坦面

と沢との比高は上流で約5m、開析の進んだ北側の合流点付近で約15mである。

「野田生」の地名は野田追川を挟んで西側の地区を指し、東側はかつて「野田追」 と書いた。後者

は現在の東野地区である。野田生地区の地形は、海岸線が鈍く膨らみ凸凹するため、その形を頬に瞼

え、 『ノタ ・オ・ イ』といった。 『ノタ』は頬、 『オ』は幾つかあるさま、 『イ」は所をさす。それが『ヌ

プタイ』 といわれた所も含めた広い字名となり、 「野田生」となったようである。永田方正著「北海

道蝦夷語地名解」では、野田追はアイヌ語のヌプ・タイ （野・林）からきたとされる。古くからノタ

オイと記されてきた地域は主に東野地区を指す可能性が強いようである。やや張り出し地形の東野地

区より西側の野田生地区は、内浦湾の最も奥まった海岸線に沿って位置している （図Ⅱ－1） 。

2 八雲地域の地質

八雲地域の地質は新第三紀中新世中期の訓縫層から確認され、上位には同じく中新世の八雲層、黒

松内層、鮮新世の瀬棚層、そして第四紀更新世の海成段丘堆積物へと続いている。以下、主に岩石で

構成される新第三紀の地質について概要を述べる （図Ⅱ－2)。

訓縫層

分布は酒屋川上流から野田追川にかけてみられる。岩相は玄武岩質安山岩の火山角礫岩を主体に、

安山岩溶岩、砂岩、礫岩、緑色凝灰岩を伴うものである。調査報告されたもので、 この地域に位置す

る遺跡では、 山崎4遺跡、山崎5遺跡、浜松5遺跡、山越2遺跡、山越3遺跡、山越4遺跡、野田生

2遺跡、野田生4遺跡、野田生5遺跡などがある。各遺跡の礫石器の石材は、安山岩、凝灰岩が多用

され、訓縫層起源の両石材の転礫が用いられたと考えられる。

八雲層

分布はボン奥津内川、奥津内川、酒屋川、境川、野田追川流域にみられる。岩相は酒屋川と奥津内

川の中流から下流域、火山角礫岩が卓越する地域を除き、全体的に硬質頁岩とシルト岩との互層を主

体とし、泥岩、砂岩、凝灰岩、礫岩の薄層が伴っている。硬質頁岩は暗灰～灰色で、珪質なものから

泥質なものまで存在する。横山英介氏の石材調査の成果によれば（横山. 2001)、奥津内川の河口か

ら1km上流で、石材供給が可能な珪質度の高い頁岩が採取可能で、 これらは八雲層に由来するものと

考えられよう。野田生1遺跡、野田生2遺跡、野田生4遺跡において散見された粒子の粗い頁岩製石

器はこれら地元産の石材を利用した可能性がある。ボン奥津内川、酒屋川、境川、野田追川流域では

珪質頁岩の採取はほとんどみられなかったようである。 しかし、弥之助沢川では、拳大ほどの小礫で

Z5



l 遺跡の位置と周辺の地形

~

’

~ ~~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~~~~ ~ ~ ~~図Ⅱ－1 遺跡周辺の旧地形（この図は大日本帝国陸地測量部、明治29年製版5万分の1地形図「八雲」を複製したものである）
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

あれば比較的容易に採取が可能であったため、上流域には八雲層の分布の可能性がある。本遺跡で出
土する頁岩は珪質度の高い良質のものが選択された様相があり、八雲層など近辺の石材は客体的で、
逆に遠隔地であるルコツ川、国縫川などの頁岩が主体的に使用された可能性が高い。

黒松内層

分布はハシノスベツ川から奥津内川上流にかけての範囲と、落部川流域にあたる八雲町の東南部に

広がる。岩相は大きく3分され、下位がシルト岩を主体とする泥質のシルト岩部層、中位が軽石粒を

多く含む凝灰質砂岩が主体の砂岩部層、上部は安山岩を主体とする火山角礫岩部層となっている。火
山角礫岩部層には粘板岩やチャートなどの小円礫が含まれることがある｡落部川や奥津内川流域では、

安山岩の円礫の採取が可能であり、周辺遺跡では、礫素材石器の石材として黒松内層由来の安山岩が
利用された可能性も考えられる。

瀬棚層

分布は遊楽川中流から下流域の南方から野田生、落部にまたがる地域、及び花浦から山崎にかけて

の地域で、内浦湾の海岸線に沿った丘陵地に発達する。岩相は砂岩、礫岩が主体で、 シルト岩、凝灰

岩を伴う。砂岩は全体的に黒雲母を多く含む特徴がある。シルI､岩には粘板岩、安山岩、硬質頁岩の

小礫が含まれることがある。凝灰岩は酒屋川と境川の下流で卓越して認められる。また、本層の中部

では、礫岩に挟まれ貝化石が多出し、 これは野田生1遺跡の西端を流れる弥之助沢川によって形成さ

れた段丘崖で確認することができた。

3 野田生地区周辺の遺跡

八雲町内の遺跡についてはすでに詳細にまとめられているため（北埋調報142, 163)、本報告では

割愛し、野田生地区周辺についてのみ、簡単に記述する。尚、野田生地区の遺跡の分布はI章掲載の

図1－2に示した。東野を含めた野田生地区には北西から野田生l遺跡、野田生2遺跡、野田生4遺

跡、野田生3遺跡、野田生5遺跡、台の上遺跡、新牧場遺跡、小金沢遺跡が所在する。野田生l遺跡

～野田生3遺跡は弥之助沢と柏木川に挟まれた海岸段丘上に、新牧場遺跡は野田追川を挟み東側の海

岸段丘上に、台の上遺跡、小金沢遺跡は野田追川の河岸段丘上に立地している。時期は縄文時代早期

～擦文時代にわたり、縄文時代中期の遺物の出土が多くみられる。野田生1遺跡では縄文時代後期前

葉～中葉の大規模な集落跡が確認され、竪穴住居跡内から多数の完形土器と共に赤彩土器、ベンガラ

塊、 アスファルト塊などが出土している。 また、住居構造を示す痕跡として、出入り口構造、立石地

床炉、壁柱穴などが確認されている。野田生2遺跡では縄文時代中期中葉の竪穴住居と土坑が多数確

認されている。土坑には両面調整石器と剥片90点が埋納されたもの、石皿や北海道式石冠が埋められ

ていたものがある。 また、続縄文時代、後北C,式期の遺物が焼土とフレイク集中に伴い、 まとまっ

て出土している。野田生5遺跡では、続縄文時代恵山式期、後北B式期の遺物がまとまって出土して

いる。
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2 八雲地域の地質
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Ⅲ遺構と出土遺物

Ⅲ遺構と出土遣物

1 概 要

遺構は竪穴住居跡2軒、土坑13基、焼土・炭化木片集中1箇所を確認した（図Ⅲ－1) 。遺構の多

くは出土遺物から、縄文時代中期中葉サイベ沢Ⅶ式期から見晴町式期に属すると判断される。遺構の

分布は70ラインから82ラインの間、主に調査IXの北側にまとまり、沢沿いに遺構が構築されたことが

考えられる。沢を挟んだ遺跡の西側には野田生2遺跡が位置し、野田生4遺跡とほぼ並行する中期中

葉の住居、土坑が多数確認されている。野田生2遺跡の遺構分布は沢に沿って海岸側へ広がる様相が

あり、野田生4遺跡でも同様に、遺構分布は海岸側へ広がると予想される。野田生4遺跡の竪穴住居

跡は長径8mを超える大型のもの(H－1) 、卵形を呈するもの(H-2)がある。H-1 ･ 2で

は、住居廃絶後の竪穴の窪みを利用して焼土、土坑などが形成されている。住居使用期と廃絶後の竪

穴利用期は、出土遺物から両者とも縄文時代中期中葉とみられ、大きな時期差はないと考えられる。

また、放射性炭素年代測定でも、ほぼ|可時期との結果が得られている （詳細はV章に掲載)。土坑は

上部の大半が削平のため失われているが、やや浅い竪穴状のもの(P-2， P-3) と長径2mほど

の楕円で深さ1m前後のもの(P-4， P-6)がある。前者は遺構形態から、住居もしくはそれに

類する施設、後者は土層の堆積状況と遺物の出土状況から墓の可能性がある。

2 竪穴式住居跡

H－1 （図Ⅲ－2～8、図版5～8 ． 22～24-1)

位 置M70･71区、 N70～72区、 070～72区

規 模 （652)／(575)×714／577×89

平面形状遺構が発掘区外へ広がるため、全体の形状は確認していないが、長楕円形を呈すと考え

られる。

確認・調査重機によるI層除去作業中にⅡ層の明瞭な落ち込みによって確認した。周囲はローム層

まで削平されていたが、住居の北東側、069･70地区で掘上げ土と考えられる暗黄褐色士を確認した。

I几i側にはP-4が隣接するが、土層の切り合い等により両者の新旧関係を捉えることはできなかっ

た。住居内に土層観察用の十字ベルトを設定し、 これに沿ってトレンチ調査をおこない、床面を確認

後、覆土全体の掘り下げを層位ごとにおこなった。自然堆積層である黒色土の直下に赤～黒褐色の硬

化面を検出し、 ここを構築Imとした土坑5基と焼土1基を確認した。住居廃絶後の埋没途中の窪みを

恒常的に利用したことが考えられる。覆土は下部に黄褐色士、上部に褐色～暗褐色土の堆積が認めら

れた。前者は住居北西側の壁際を中心とした範囲で床面直上から盛り上がるように堆積することか

ら、住居廃絶から間もない時期の埋め戻しの行為が考えられる。これら覆土下部の黄褐色土はローム

が主体で、隣接する遺構の掘上げ土などが想定される。後者は流入土を主体とした自然堆積が考えら

れる。

床面・壁面床面は地山のロームを利用している。中央部と壁際から1～2mの範囲では10～20cmほ

どの高低差があり、周囲は低いベンチ状となっている。南から西側にかけての壁は、床面から急角度

で立ち上がり、確認面付近で広がる特徴がある。確認面付近の広がりは、住居廃絶後の改築による可

能性もある。

付属施設構築面が覆土のものと、壁及び床面のものとに分けて記述する。

覆土が構築面のものは、すべて7層上面で検出し、 HP5基(HP-1～5)、 HF1基(HF-1) を

I9
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2 竪穴式住居跡

確認した。HP-1～4は長径40～70cm、深さ20～40cmと小形で、覆土は住居覆土に類似していた。
HP- 5は楕円形を呈し、長径約90cm、深さは約25cmであった。坑口からは土器がまとまって出土し
（図Ⅲ－4 ･ 5-1) 、坑底には非常に粘性の強い腐植土層が堆積していた。HF-1は1mほどの

広い範囲に焼土が確認された。上部には著しく硬化した焼土粒が、攪祥されたような状態で堆積して
いた。

床面・壁面が構築面のものは、 HPを14基(HP-6～19)、炉を1基確認した。HP-6～13は、

床面から構築され、住居の長軸に沿って3列に配置されていた。両側に配列するHP-6～10は底面
から垂直・斜め方向に立ち上がるもので、形状と規模から主柱穴と考えられる。 また、 HP-6･9 ･

10では、径10cm前後、深さ15～20cmほどの黒褐色土の堆積が確認され、 これらは腐食した柱材の可能

性もある。HP-11～13は小規模で、支柱穴と考えられる。HP-14～19は壁面から斜めに構築され
た小規模なもので、上屋構造に関係するものと考えられる。削平により確認はしていないが、壁面の

HPは東側にも配置されていた可能性がある。炉1は地床炉で、床面の地山ロームが著しく被熱して
いた。

HF-l、炉lでは、採取した土壌に対しフローテーション作業をおこない、抽出した自然遺物を

炭化材樹種|司定、炭化植物種子分析、放射性炭素年代測定法の分析に依頼した。分析の成果はV章に
掲載した。

遺物出土状況土器は床面から10点、炉から8点、付属施設から21点、覆土から304点、石器は床面

から25点、付属施設から2点、覆土から57点出土した。床面からはⅢ群A－3類主体の土器、石繊、

石錐、スクレイパー、 Rフレイク、剥片、扁平打製すり石、すり石が出土した。床面出土の土器は18

点と少数だが、石器はトウールが多くみられる。炉lの上面では底面が焼土中に埋没した状態で、 Ⅲ

群A類土器の底部が直立して出土した。覆土からはⅢ群A－3類主体の土器、 スクレイパー、石斧、

石Ⅲ・台石が出土した。覆土上面の硬化面からは石皿やⅢ群A－3類の一括個体土器が4個体出土し

た。付属施設で遺物が出土したのはHP-2 ･ 5 ･ 9で、 HP-2の覆土とHP-5の坑口、覆土か

らはⅢ群A－3類土器が出土し、住居覆土7層上面（硬化面）の出土遺物と接合している。

掲載遺物上記出土遺物の内、土器は22個体、石器は18点を掲載した。

土 器床面出土は2 ．23，炉1出土は19、 HP-5出土は1 ･ 5 ･ 6 ･13で、他は覆土出土資料

である。Ⅲ群A－3類土器はl～18で、 19～23もほぼ同時期と考えられる。 1 ･ 2は復元個体土器、

4 ． 17は胴部、 3 ． 5～16 ･ 18は口縁部もしくは突起部の破片資料である。結束の羽状縄文が地文の

ものは4～7 ･ 13 ･ 15である。 7は結束第1種、他は結束第2種である。 4は結節RLと結束第2種

が併用されている。5～7 ･ 13は口唇に縄の刻みが施される｡斜縄文が地文のものは1～3 ･ 8～10･

12 ． 14･ 16～18である。 lは4単位の山形突起を有し、突頂部はやや肥厚する。器形は胴部中央で若

干膨らみ、口縁で広がる。地文はLR斜縄文で口唇部まで施文される。 2は上半部が欠損している。

地文は結束第1種の単節RL斜縄文で、やや右下がりに回転施文される。原体は撚りが太目と細めの

2種類がある。内面は丁寧に調整されている。 3は緩やかな山形突起を有し、器高は25cm前後と考え

られる。 12は地文がLR斜縄文で、 X字状の細い貼付帯にLR単節原体の押圧が施される。また、口

唇には刻みが施される。 llは無文である。 14･ 17 ． 18は沈線文が施されている。 17は2本組の沈線が

横位と斜位に施文される。 18は口径約8cmの小形土器である。山形突起は1単位とみられ、線刻によ

り施文されている。 19～22は底部である。 19は底部の張り出しがやや強い。 22の器形は底部からやや

緩やかに立ち上がるものである｡ 23は小形土器である。

石 器床面出土は24･25･31 ･32･36 ． 38･40で、他は覆土出土である。石材は24が黒曜石、

24
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2 竪穴式住居跡
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l､暗褐色土｡ しまり中~弱､粘性強｡黒色上とロームの混じる。

1 . .暗黄褐色士｡ しまり､粘性弱｡ややロームが強い。

1 ． ． ． 1層にKo-gが混入する。

2.黄褐色土｡ しまり中､粘性強｡ ﾛｰﾑが強く混じる。

2. .2層に比べ､ しまり､粘性弱｡ﾛｰﾑが強く混じる。

3.暗褐色士｡ l層に類似｡ややﾛｰﾑが強い。

4,黄褐色土｡ しまり中､粘性強｡ ﾛｰﾑと褐色土が斑状にみられる。

5褐色土｡ しまり中､粘性強｡ローム粒､若干の炭化物粒を含有。

6.黄褐色士｡ しまり､粘性強｡粒径2~3cmの礫を含有｡ﾛｰﾑ多。

7.赤~黒褐色土｡ しまり強､粘性弱｡黒褐色土とﾛｰﾑ粒が混じる｡硬化が顕著。
8.赤黄~黒褐色土｡ 7層に比べ若干しまり弱､粘性弱。

9.暗褐色土｡ しまり､粘性弱｡ややﾌｶﾌｶの土。

／ 』

10.暗黄褐色土｡ しまり､粘性弱。

1 1 .褐色土｡ しまり中､粘性弱。

12.黒褐色土｡ HP-5のl層。

13_暗黄褐色土｡ IIP-5の2層。

14.黒褐色土｡ HP-5の3層。

15.褐色土｡ しまり強｡粒径l~20m弱のﾛｰﾑ粒､炭化物粒を多く含有。
16.黒褐色土｡ しまり、粘性中｡ 12に類似。

17.赤黄褐色土｡ しまり強､粘性なし｡ﾛﾑﾌﾛｯｸ多｡やや粒子粗くｻﾗｻﾗ。
18.黒暗褐色土｡ しまり､粘性強｡Ⅲ層+褐色土。

19‘褐色士｡ しまり弱｡ﾛｰﾑ粒を若干含有する。

20.黄褐色土｡ しまり､粘性中。

21黄褐色土｡ しまり､粘性中｡ 20層にロームが強く混じる。
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図Ⅲ-6 H-1覆土堆積状況・出土遺物(2)
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Ⅲ遺構と出土遺物

25～36が頁岩、 37が片岩、 38～41が安山岩である。 1は石鍼である。茎部が欠損する。 25･26は石錐
である。 25は先端部から両側縁にかけて入念な急角度調整が施されるが、 26は素材形状をほとんど変
化させずに突出部を作出している。 27～36はスクレイパーである。 27～30は背面両側縁調整で、側縁
は石器長軸に対し並行に加工され、平面が短冊形となる。素材は縦長傾向の強い剥片である。 31～33

はll'日広の剥片を素材とし、長軸に対し斜めに加工するものである。 32．33は素材末端の腹面側に調整
が施されている。 34～36は素材背面の片側縁に軽微な調整を加えたものである。 27～32 ． 34． 35の刃

部裏面には光沢が観察される。 37は石斧である。刃部から発生した割れにより大きく欠損している。

刃部は両刃で、平面は緩やかな円刃である。比較的入念な研磨を受けている。38は扁平打製すり石で、

扁平礫を素材としている。左側縁を剥離により大きく損なっている。下面には両面調整による稜が形

成されている。 39はすり石である。円礫を素材とし中央部を中心に擦痕が観察され、一部敲打痕もみ

られる。40 ．41は台石・石皿である。 41は上部20cm程の範囲に顕著なすり面が観察される。また、縁

辺の一端が大きく剥離されている。

時 期出土遺物から、縄文時代中期中葉と考えられる。また、住居廃絶後に形成されたHP-

1～5， HF－lもほぼ同時期と考えられる。

H-2 (図Ⅲ－9～14、図版9～11-1 '24-2～26-1)

位 置M73･74区、 N73･74区

規 模623／(462)×(336)／243×34

平面形長楕円～卵形

確認・調査重機によるI層除去作業中に確認した。遺構の上部は削平された状態であった。住居内

に土居観察用ベルトを設定し、 これに沿ってトレンチ調査をおこない、床面を確認後、覆土全体の層

位ごとの掘り下げをおこなった。 自然堆積層である黒色土の直下にややしまりのある暗褐色～暗黄褐

色土の面を検出し、 ここを構築面とした焼土を3基確認した。住居廃絶後の埋没途中の窪みを利用し

たことが考えられる。覆土は床面直上から堆積する暗褐色士（4層）が、住居のほぼ全体で認めら

れ、上部には暗黄褐色士（3層） 、黒褐色士（6層）が堆積していた。各層厚は10cm前後と、比較的

薄いものであった。 4層は暗褐色土とロームの混在する土で、その分布と堆積状況から、竪穴の窪み

を短期間に埋め戻した可能性がある。住居北側の壁は削平により検出が困難であった。

床面・壁面床面はロームで､ほぼ水平である｡住居長軸の末端から南側の壁に沿って､高さ5～10cm、

幅50～100cmの低いベンチ状施設が確認された。ベンチ状施設は北側まで配置された可能性がある。

付属施設構築面が覆土のものと、床面のものとに分けて記述する。

構築面が覆土のものは、 HF1～3の焼土3基で、 3 ･ 4 ･ 6層上面で検出した。堆積状況から、

黒色土堆積前の覆土上面で形成されたと考えられる。HF-2は50cmほどの広い範囲で検出され、著

しく硬化した赤色の焼土が、約15cm堆積していた。

構築面が床面のものは、 HPを13基(HP-1～13) 、炉を3基（炉l～3)確認した。HPは遺

構長軸に沿って、 HP-1 ･ 5、 HP-2～4 ･ 6、 HP-7 ･ 9 ･11 ． 12の3配列が認められる。

これらは遺構の規模と配置から柱穴と考えられる。HP-1 ･ 5は南側壁面沿いに位置し、ベンチ状

構造の面から構築されていた。削平により不明だが、北側にはHP-1 ･ 5に対置する配列が存在し

たと考えられる｡HP-2～4 ･ 6、 HP-7 ． 9 ･ 11 ･ 12は床面からの構築で、前者は南側、後者

は北側に配置されていた。HP－8 ･ 10は不規則な配置だが、規模は柱穴と考えられるものに類似し

ていた。HP-13は住居長軸末端に位置し、 2基の土坑が隣接して確認された。炉1～3は地床炉で、

29
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Ⅲ遺構と出土遺物

住居長軸に沿って配置されていた。炉3はlmを越える大形のもので、被熱して著しく硬化した赤褐
色土の上部から周囲には、炭化物を多量に含有する黒～暗褐色士が堆積していた。

HF-1～3、炉1～3に関しては、採取土壌のフローテーシヨン作業をおこない、抽出された自

然遺物を用い各種分析をおこなった。炭化材樹種同定は炉3、炭化植物種子分析はHF-1～3，炉
l～3，放射性炭素年代測定法は炉2の試料を用いた。分析の成果はV章に掲載した。

遺物出土状況土器は床面から20点、付属施設から23点、覆土から120点、石器は床面から3点、付
属施設から4点、覆土から28点出土した。床面からはⅢ群A－3類主体の土器、剥片が出土した。覆
土からはⅢ群A－3類主体の土器、つまみ付ナイフ、 スクレイパー、 Rフレイク、剥片、石斧、すり

石、北海道式石冠、台石・石Ⅲが出土した。覆土出土の復元個体土器の平面分布はまとまって出土す
るものと、住居内に散布するものがみられ（図Ⅲ-11)、層位的には床面と覆土上部の遺物が接合す

る。覆土の堆積状況の観察からも、床面遺物の中には、住居廃絶後に流入したものが含まれる可能性
がある。また、 H－2床面と覆土のⅢ群A－3類土器2個体が、 P－6覆土及びP－4覆土の土器と

遺構間接合している。付属施設で遺物が出土したのはHP-1 ･ 13である。HP-1の覆土からは、

礫と北海道式石冠が出土した。HP-13出土のⅢ群A－3類土器は、住居床面及び覆土の遺物と接合
している。

掲載遣物上記出土遺物の内、土器は12個体、石器は12点を掲載した。

土 器床面出土は43 ．45、 HP-13出土は42･44･47･54で、他は覆土出土資料である。すべ

てⅢ群A-3類土器である。 42～44は4単位の突起部を有し、胴部上半部に沈線や貼付帯を施文する

ものである。地文は42が結束第1種の羽状縄文、 43がRL斜縄文で一部結節が含まれるもの、 44が結

束第2種の羽状縄文である。 42はほぼ完形で出土した。 2本組沈線により垂下、横走、アーチ状の文

様を施す。突起部は剣菱形で、 3本の横走貼付帯と穿孔がみられる。口唇にはRL、 LR撚り両方の

縄の刻みが施される。 43は沈線文とボタン状の貼付文が施される。43の口唇には縄の刻みがハの字状

に施される。44は2本組の貼付帯が波形に組み合わされている。口唇にはRL撚りの縄による深い刻

みが付けられる。右側には補修孔がみられる。44はP－3の覆土出土遺物（図16-69） と同一個体の

可能性がある。 45～47は突起部である。48～54は口縁～胴部が地文のみのものである。 48， 49が結束

第1種、 53が結束第2種の羽状縄文、 50～52． 54が斜縄文である。 51 ． 52 ． 54の口唇には縄の刻みが施

される。 54はLR結節斜縄文で、結節の結び目が2つ連続している。 54の上半部と下半部は接合して

いないが、器高は30cm前後と考えられる。

石 器掲載した遺物は全て覆土出土である。石材は、 55～60が頁岩、 61が片岩、 62～66が安山

岩である。 55はつまみ付ナイフである。縦長剥片を素材とし、やや急角度な調整により縁辺、つまみ

部を加工している。 56～60はスクレイパーである。 55～59は片側縁に連続的な調整を加えるもの、 60

は両側縁調整のものである。 57は平坦剥離により、薄い縁辺が作出されている。 56 ． 58～60は小剥離

による縁辺加工である。全て刃部裏面に光沢が観察される。 61は石斧である。正面に鎬が明瞭でやや

片刃である。全体の加工はやや粗く、打ち欠き整形の後、簡単な研磨が施された程度である。 62． 63

は北海道式石冠である。 62は左側縁を欠損後、ペツキングで整形し再生している。両者とも擦り面が

傾斜している。 64は台石・石皿である。敲打痕付近から破損している。 65 ． 66は扁平打製すり石であ

る。扁平礫を素材としている。 66は周囲を打ち欠き、素材形状を大きく変化させている。 また、両者

とも両端部の調整は小形の剥離により丁寧におこなっている。 66の下面には両面調整による稜が形成

されている。

時 期出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

グ）り
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2 竪穴式住居跡

図Ⅲ－12 H-2出土遺物(1)
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2 竪穴式住居跡
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Ⅲ遺構と出土遺物

3 土 坑

P-2 (図Ⅲ-14～15、図版11-2～12･26-2)

位 置M80．81区

規 模334×302／309×228／56

平面形不整楕円形

確認・調査重機によるI層の除去後、 V層精査作業時に、黒色土の落ち込みが確認された。黒色土

の中央部にⅢ群A－3類の土器1個体分が40×50cmの範囲にまとまって出土したので、落ち込みの長

軸と思われる南西一北東方向に土層観察用のベルトを残して両側を掘り下げた。黒色士（1層）の下

層には、炭化物を含む硬くしまり汚れた土（2 ． 4層）が堆積し、埋め戻し土と捉えた。坑底直上に

は炭化物の多量に含まれた黒色土（7層）が170×114cmの範囲に広がり、その南西にはHP-1が掘

り込まれていた。士層の断面から判断すると、 HP-lは開口した状態のところに7層が落ち込んで

堆積し、 さらに4層によって埋められたと考えられる。 7層は50cmメッシュを単位とした9つの区画

に分けて採取を行った。 7層の直下には暗黄褐色の粗砂(11層）が検出された。この砂を除去し、平

面形が長楕円形のピット (HP-2) を検出したが、調査の不手際のため、 HP-1との新旧は不明

である。HP-1の底面には皿状の小ピットが検出された。 この小ピットは柱穴として捉えられるか

もしれない。当初、斜面の上側は4層と8層の境目を壁面の立ち上がりかと考えていたが、再度の観

察によって、黄褐色土の混じった灰褐色土（8層） を埋め戻した土と判断した。壁面は緩やかに立ち

上がり、坑底は斜面と同じ方向にわずかに傾斜していた。 P－2は床面がほぼ水平で安定し、小ピッ

トを有し、 3mを超える竪穴状構造であることから、住居に類する性格が考えられる。

遺物出土状況土器は覆土から86点、石器は覆土から2点出土した。土坑のほぼ中央、覆土l層から

Ⅲ群A－3類の土器l個体分が出土した。

掲載遺物上記出土遺物の内、土器l個体を掲載した。

土 器67はⅢ群A－3類で、覆土から出土している。 3単位の緩やかな波状口縁で、地文はR

L斜縄文である。波頂部には縦位の縄の圧痕が付けられている。器形は胴部から上半部にかけて膨ら

みを有す。ⅢA－3類の中でも後半期に属する可能性がある。

時 期出土遺物と遺構形態から縄文時代中期中葉と考えられる。

P-3 (図Ⅲ－15～16、図版13 ． 26-3)

位 置N74･75区、 074･75区

規 模259／238×204/173×34

平面形楕円形

確認・調査重機によるI層除去後のV層精査作業時に黒色土、暗黄褐色土の楕円形プランを確認し

た。士層観察用のベルトを十字に設定し、ベルトに沿ってトレンチ調査をおこなった。坑底確認後、

覆土全体の掘り下げを層位ごとにおこなった。坑底直上には黒色腐植土の3層が、坑底全体を覆うよ

うに堆積していた。 3層上部には、 2 ､ ． 5 ． 5 ，層が標高の高い南側から流れ込むようにして重なり、

その上部に2層が竪穴の窪みを埋めるように厚く堆積していた。 2層の上部には、 4 ． 4， ． 1層が

順次南側から流れ込むように堆積していた。 3層は坑底直上に設置された有機物が腐植したもの、 2

は埋め戻し土、他は傾斜に沿って流れ込んだ流入土と考えられる。坑底はほぼ水平に構築され、壁は

ややなだらかに立ち上がるものであった。北側の壁には緩やかに立ち上がる溝状の掘り込みがあり、

外部に突出している。坑底精査時にHP-1を確認した。HP-1は浅い小形のピットで、ほぼ垂直

~クワ
qノ／



3 土 坑
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Ⅲ遺構と出土遺物

に構築されていた。P－3は小ピットを有する、 2mを超える規模の竪穴状遺構であり、 P－2同様、

住居に類する性格が考えられる。

遣物出土状況土器は覆土から15点、石器は坑底から2点、覆土から5点出土した。坑底および直上

の3層からはⅢ群A類土器、 Rフレイク、剥片が、覆土2層からはⅢ群A-3類土器、石錐、スクレ

イパー、剥片、扁平打製すり石が出土している。遺物は22点と少数で、やや南側に偏って出土してい

る。

掲載遺物上記出土遺物の内、土器3個体、石器3点を掲載した。

土 器68～70はⅢ群A-3類土器で、全て覆土から出土している。 69は貼付け帯が横走し、口

唇にはRL撚りの縄文による深い刻みが施される。 69は施文、胎土、器厚、内面の調整などの諸特徴

から、 H 2床面出土遺物（図Ⅲ－12－44） と同一個体である可能性が強い。 70はII｢1部破片で、地文

はRL斜縄文である。H－1、 P－4の覆土出土遺物と接合している。

石 器全て覆土出土である。石材は71 ． 72が頁岩、 73が安山岩である。 71は石錐である。素材

背面の右末端を突出部に加工し、折れ面にも調整が加えられている。器体は石器長軸を形成するため、

切断整形された可能性がある。 72はスクレイパーである。自然面を残す幅広の剥片を素材とし、縁辺

を散発的に調整している。 73は扁平打製すり石である。楕円形の扁平礫を素材とし、下面縁辺のみを

調整している。

時 期出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

P-4 (図Ⅲ-16～18、図版14～16･26-4～28-1)

位 置N72 ． 73区、 072･73区

規 模288/(156)×(173)/(153)

平面形不整楕円

確認・調査重機によるI層除去後、 V層の精査作業をおこない、 ロームを主体とした黄褐色土、暗

黄褐色土の楕円形プランを確認した。土層観察用のベルトをT字に設定し、ベルトに沿ってトレンチ

調査をおこなった。土坑であることを確認後、覆土全体の掘り下げを層位ごとにおこなった。層位は

大きく3つに区分が可能で、上部がローム主体の1層、中部が暗黄褐色土の2 ． 3層、下部が黄褐色、

暗黄褐色土、褐色土の互層で捉えられた。上部のl層は非常に硬くしまった土で、坑口を蓋状に覆っ

たものか、 ｜雛接遺構の掘上げ士を廃棄し、整地をおこなったことが考えられる。中部2 ． 3層は掘り

込みの中位から坑口まで厚く堆積し、 ローム粒や褐色土が混じり合うことからも、埋め戻し土と考え

られる。坑底直上は、 しまりの弱い黒色士4，層と黄褐色土の8層が堆積し、 8層は貼り固めたよう

に硬くしまっていた。下部層からは個体土器や大型礫などがまとまって出土している。下部層は堆積

と遺物の出土状態から、複数回にわたって埋め戻されたと考えられる。坑底は円形で、坑底面はほぼ

水平に構築されている。壁面はやや急角度で立ち上がり、坑口付近で広がる。壁精査、覆土掘削作業

中に、西側へ張り出すIIE70cmほどの掘り込みが検出された。土層観察用ベルト、平面プランでは確認

できなかったため、土層堆積状況は不明である。 P－4に付属するものか、 P－4によって破壊され

た土坑であろう。 P－4は、堆積状況、遺物出土状況、遺構形状からみて墓曠の可能性がある。

遺物出土状況土器は坑底から63点、覆土から211点、坑口から451点、石器は覆土から5点、坑LIか

ら6点出土した。坑底からはⅢ群A－3類の土器が出土した。覆土（3 ，～5層）はⅢ群A-3類土

器主体で、ほぼ完形の土器3個体や、安山岩製の棒状礫が横倒しの状態で出土した。棒状礫は長さ47

cm、重量11.7kgと大形で、出土層に小ピット等の確認はしていないが、墓標として直立していたこと
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P4

1 .黄褐色土。 しまり強、粘性弱。 ローム主体。

2.暗黄褐色土｡ しまり強､粘性中｡粒径l～10m程度のﾛｰﾑ粒多。

3.暗黄褐色土｡ しまり､粘性やや強｡若干の炭化物粒、粒径l～2cm

のローム粒含有。

3. .暗黄褐色士｡ 3層に類似｡ しまりやや弱｡ﾛｰﾑ粒､炭化物多。

3. ‘ ､暗黄褐色士｡ 3府に類似。 しまり弱。

4.黒褐色土｡ しまり中~弱｡炭化物粒多。腐植土層。

図Ⅲ－16

4' ､黒色土｡ しまり中~弱､粘性強。

5褐色士｡ しまり中～弱｡炭化物粒混じる｡個体土器包含。

6~黄褐色土｡ しまり､粘性中。 ﾛｰﾑが強く混じる。

7暗黄褐色土｡ しまり、粘性強~中｡ ﾛｰﾑ粒多､炭化物粒は若干混。

8.黄褐色士｡ しまり､粘性強。 ﾛｰﾑが強。硬化強い。

P－3出土遺物･ P-4
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Ⅲ遺構と出土遺物

も考えられる。個体土器77は器形を保ちながら、倒立した状態で出土した。 また、坑口上部からは90

など、Ⅲ群B－1類土器がまとまって出土した。これらは遺構とは直接関係しないと捉えられる。尚、

75, 90は調査区境界の土層断面から、抜き取り採取したもので、正確な出土地点などは記録していな

い。

掲載遺物上記出土遺物の内、土器17個体、石器2点を掲載した。

土 器坑底出土は77、覆土出土は74～76 ．86で、他は坑口からの出土遺物である。 74～88はⅢ

群A－3類土器である。地文は76 ． 77が無文、他はすべて斜縄文である。 74～77は完形、 もしくは口

径が復元できたもので、 4単位の突起部を有する。 74は35cmを超える大型のもので、器形は底部から

筒状に立ち上がり、口縁でやや広がりをみせる。口唇は貼付け帯で形成され、細い粘土紐が斜位に添

付されていたようである。突起部は台形で、アーチ状の把手が付される。また、74の内面下部にはター

ル状の付着物がみられる。 76 ． 77は器高が20cm前後とやや小形である。 77はW字状の粘土紐により縦

位に4等分区画され、各区画中には逆Q形、円形の貼付帯がみられる。貼付帯はほとんどが剥落し

ているが、剥落以前に受けた焼成の付着物により文様が復元できた。 76は全くの無文で、器面は丁寧

に調整されている。 75･78･80は口縁が貼付帯により断面三角形に肥厚し、口唇に地文原体の圧痕文

が施されている。 75は3本組RL縄文の圧痕が縦・横位、菱形に施文される。 83～85は底部である。

85は小形の土器とみられる。 81･82･86～88は胴部破片である。 81 ･82は棒状工具による2本組みの

沈線が横走している。 89 ． 90はⅢ群B－1類土器である。 89は口唇に沈線が施文されている。 90は4

単位の波状口縁で、器形は胴部に膨らみが強く、頚部から口縁で外反する。波頂部は肥厚し、沈線に

よる渦巻状の文様が付される。頚部には2本組沈線が横走する。胴部上半は2本組沈線のアーチ状文

が4等分区画するように施され、頚部から各アーチ状文の中心にかけて、 ジグザグの沈線が垂下して

いる。地文は撚りの細かいRL斜縄文で、 87， 88と類似する。底部が欠損している。

石 器91は坑口、 92は覆土から出土した。石材は91が黒曜石、 92が安山岩である。91はピエス・

エスキーユで、 ピエス・エスキーユから剥離された剥片を素材としている。縦断面形は上下末端が鋭

角な凸レンズ状を呈す。 92は敲石である。敲打痕は主に端部にみられ、軽微である。

時 期出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

P-6 (図Ⅲ-19～24、図版17～18･28-2～32-1)

位 置O73区

規 模246／152×(173)／(98)×77

平面形不整円形

確認・調査重機によるI層除去後、 v層精査作業をおこない、黒色士の周囲に黄褐色土と黒色土が

ドーナツ状に分布するプランを確認した。士層観察用のベルトをT字に設定し、ベルトに沿ってトレ

ンチ調査をおこなった。土坑であることを確認後、覆土全体の掘り下げを層位ごとにおこなった。層

位は2， ，層と3層を境に上下に区分できた。上部層は黒～褐色土と暗黄～黄褐色土の互層で、坑口へ

向かって広がる壁形状に沿って流れ込むように堆積していた。層厚は間層の黒～褐色土が5～10cm前

後と薄く、黄褐色士は20cm前後と厚い傾向があった。黒。褐色土は自然流入土、黄褐色土は埋め戻し

や隣接する遺構掘上げ土の廃棄が考えられる。下部層は黄褐色土を主体とする土が、 ビーカー状に掘

り下げられた坑内に堆積していた。下部各層の層厚は20cm前後とやや厚い。これらは黒色土の流入が

みられないことからも、短期間で堆積した埋め戻し士と考えられる。床面直上には硬くしまったロー

ム主体士（4層)が堆積し、上面にまとまった遺物の出土がみられたことから、貼り床と考えられる。

〃
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Ⅲ遺構と出土遺物
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1黒色士。Ⅲ岡相当。

2.黄褐色土。 しまり強、粘性強～中。 ローム主体。

2. .2～3胸の漸移的な暦。

2. . .明黄褐色土。 2闇に顛似。 さらにロームが強い。

3.暗褐色土。 しまり中～弱。斑状に2層と混じる｡

4.黄褐色土。 しまり、粘性強。ローームが強く混じる。

5.暗黄褐色土。 しまり中、粘性強．ローム粒、ブロックを多量に含有。 +や74

図Ⅲ－19 P-6
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Ⅲ遺構と出土遺物

坑底はほぼ水平に構築され、底面中央部が若干盛り上がるように4層が貼られていた。壁は坑底から

急角度で立ち上がり、中ほどから坑口に向かって広がる、漏斗形状を呈していた。 P－6は、堆積状

況、遺物出土状況、遺構形状からみて墓曠の可能性がある。

遣物出土状況土器は坑底から10点、覆土から318点、坑口から25点、石器は坑底から329点、覆土か

ら33点、土製品は坑口から1点出土した。坑底からは、 Ⅲ群A-3類土器少数と頁岩製の小形剥片が

出土し、剥片は300点以上がまとまった状態で確認された。覆土からは、 Ⅲ群A－3類主体の土器、

スクレイパー、 Rフレイク、剥片、石斧、扁平打製すり石、台石・石皿が出土した。石器が非常に多

く、中でも台石・石皿は7点出土した。 また、土器の接合関係は上下覆土間でみられる。坑口からは

Ⅲ群B類土器と土製品が出土している。

掲載遺物上記出土遺物の内、土器25個体、土製品1点、石器13点を掲載した。

土 器坑底出土は93．95、覆土出土は94． 96～99･ 102～104･ 106～113･ 115～120、他は坑口

出土資料である。 93～117はⅢ群A－3類土器である。 93～95は底部から胴部を残存し、地文が観察

されるものである。地文は、 93が結束第2種、 94が結束第1種の羽状縄文、 95がLR斜縄文である。

93はやや上げ底になっている。 95は2～3本組の縦走沈線により、 8等分に区画され、胴部中央には2

本組の横走沈線が施される。内面底部付近には煤状の付着物がみられる。 96～100は口縁から胴部を

残存するものである。地文は97が結束第1種羽状、 96 ． 98． 99が斜縄文、 100が無文である。 96･100

は口唇部まで地文が施されている。 96は平縁に蛸口状、アーチ状の突起が各2単位づつ向かい合わせ

に配置される。蛸口状突起下にはY字、 アーチ状突起下には逆Y字の把手が付される。また、頚部か

ら胴部上半には網目状の細い粘土紐による貼付帯がみられる。器形は頚部から口縁にかけて強く外反

する。 97は96と|司様に平縁で、頚部から口縁部が強く外反する。器高40cm前後の大型土器に復元され

る。 98～108は突起部を有するものである。 98の突起は同一個体資料の観察から4単位と考えられる。

胴部上半は、 2本組の斜走沈線とボタン状貼付文が施文されている。 99はアーチ状の山形突起で、強

く外反する。 100は突起部の穿孔から半放射状に2本組沈線が施文されている。口唇にはLR撚りの縄

の圧痕がみられる。 98． 103． 104は、口唇と突起部の3本の貼付帯に縄の圧痕がみられる。 105には

縄の深い刻みが表面から内面にかけて施されている。 108は緩やかな山形突起で、突起部は粘土紐を

縦に貼付けることで、刻み状にしている。口唇には棒状工具により沈線が施文されている。 109～116

は口縁部である。地文は結束第1種羽状縄文が110･ 116で他は斜縄文である。 109～113の口唇には縄

の刻みが施される。 109の口縁はやや強く外反している。 114の口唇にはRL撚りの縄の圧痕が斜位に

施される。 115の口唇には縦位の刻みと貼付帯がみられる。 108･114･ 115･ 117には2本組沈線が施

文されている。 118～120は底部で、 Ⅲ群A類とみられる。 118は底部の張り出しが強く、胴部に向け

て強く広がる器形を呈している。尚、掲載一覧表の作成ミスから、 P－6出土遺物が、図Ⅳ－5－73

に掲載されている。事実記載もⅣ章でおこなった。

土製品 101は坑口から出土している。円柱形を呈し、上下両端から穿孔するが、貫通はしてい

ない。上下平坦面には、列点文が孔を囲んで円形に配置されている。 また側面に対しても3組の列点

文が横位に施されている。列点はやや湾曲する形状で統一され、大きさも均等であることから、半竹

管状の工具を押し付けて施文した可能性がある。

石 器掲載資料は全て覆土出土遺物である。石材は121～126が頁岩、 126が片岩、 128～133が

安山岩である。 121～125はスクレイパーである。 121～124は両側縁に調整が施されている。 121は縦

長剥片を素材とし、右側縁から末端部を主に加工している。 123は平坦な剥離により鋭利な縁辺を作

出し、末端部がやや尖る。 122 ． 124は末端部側が欠損している。 125は他に比べ粒子の粗い石質で、
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3 士 坑

調整も軽微である。 121･123･ 124の刃部裏面には光沢が観察される。 127は石斧である。刃部研磨が

なされておらず、厳密には原材である。平面短冊形で扁平な礫の両端を打ち欠いている。 128は扁平

打製すり石である。正面側は調整剥離面で覆われるが、平坦な裏面側の加工は縁辺にとどまっている。
正面側が湾曲した自然面を有したことが考えられる。 129～133は台石・石皿である。 129･ 130は15~

20cmの礫を素材とし、若干湾曲する側に敲打痕がみられる。敲打痕は正面の中央部付近に顕著である。

131～133は30～40cmの大形で広い平坦面を有す礫を使用している。平坦面は顕著に平滑化したすり面

となっている。 132のすり面には敲打痕が散発的に観察される。 133は下端部が大きく剥離され、 これ
に接する部分の擦り痕が最も顕著である。

時 期出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

P-1 (図Ⅲ-24、図版19-1～2)

位 置L53･54区

規 模71/54×62/38×23

平面形楕円形

確認・調査V層上面で暗褐色士の落ち込みを確認した。底面はほぼ平坦で、壁面は急角度で立ち上

がる。南東壁にはV層に含まれる段丘堆積物の礫が露出していた。覆土は自然堆積と考えられる。

遺物出土状況覆土1層から礫1点が出土した。土器、石器等は出土していない。
時 期不明である。

P-5 (図Ⅲ-24、図版19-3～5 ･32-2)

位 置N75区

規 模86／62×77／57×34

平面形円形

確認・調査V層を精査時に、礫がまとまって出土し、周囲に暗黄褐色土の落ち込みが確認された。

底面はほぼ平坦で、壁面は急角度で立ち上がる。

遺物出土状況覆土下位からⅢ群A－3類土器の胴部破片3点、石皿1点が出土した。

掲載遺物上記出土遺物の内、土器1個体、石器1点を掲載した。

土 器134は胴部破片で、結節LR斜縄文が細かい間隔で施文されている。

石 器135は台石・石Ⅲである。礫の平坦面にやや軽微なすり面が観察される。

時 期出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

P-7 (IXIⅢ-25、図版32-2)

位 置M75区、N75･76区

規 模161J148×121/103×25

平面形楕円形

確認・調査V層を精査時に､黄灰褐色土の落ち込みが確認された｡坑底は中央部がわずかに深くなっ

ていた。壁面の立ち上がりは斜面の上側が急角度になるようである。覆土1層・ 3層はよごれた土で、

炭化物が含まれており、埋め戻されたものと考えられる。坑底の西側では径12cmの皿状の小ピットが
検出された 、

遺物出土状況 覆土からⅢ群A 3類土器の胴部破片が3点出土した
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'一 坑L３

掲載遺物 136は小片であるが、地文は結節のRL斜縄文である。

時 期出土した土器から縄文時代中期中葉と考えられる。

P-8 (図Ⅲ-25、図版19-6～20-1)

位 置N･074区

規 模73／55×69/50×22

平面形円形

確認・調査V層精査時に黒褐色士と黄褐色士のプランを確認した。士層確認のため半裁して掘削を

おこない、坑底を確認後、覆士全体の掘り下げをおこなった。坑底は地形に沿って若干傾斜していた。

壁面は坑底から急角度に立ち上がる。覆土は、坑底直上に黒色の腐植士層を含有する黒褐色士がみら

れ、その上部にはロームが強く混じる黄褐色士（2 ． 3層） と、 2 ． 3層を含有する黒褐色土が堆積

していた｡ l～3層は埋め戻し土と考えられる。

遺物出土状況遺物は出土していない。

時 期不明である。

’

P－10 (図Ⅲ-25、図版20-3)

位 置O74区

規 模117／88×116／9()×20

平面形不整円形

確認・調査v層精査時に黒褐色土と黄褐色土のプランを確認した。土層確認のため半裁して掘削を

おこない、坑底を確認後、覆土全体の掘り下げをおこなった。坑底は地形に沿って若干傾斜していた。

壁面は傾斜の上側が緩やかに傾斜する他は、やや急角度に立ち上がっていた。

遣物出土状況覆土からⅢ群A類の土器の小片2点が出土した。

時 期出土遺物から縄文時代中期前葉～中葉と考えられる。

’

P-11 (図Ⅲ－25、図版20-4～5 ． 32-2)

位 置N72区

規 模126/108×110/98×13

平面形不整円形

確認・調査V層精査時に暗黄褐色土と暗褐色土のプランを確認した。土居確認のため半裁して掘削

をおこない、坑底を確認後、覆土全体の掘り下げをおこなった。覆土は暗色の土が主体で、 2層は粘

性が強く腐植土に類似していた。坑底は地形に沿って若干傾斜していた。壁面は斜面の上側が緩やか

に立ち上がるようである。

遺物出土状況坑底直上の覆土2層からⅢ群A類土器が3点出土した。

掲載遣物 137は口縁部破片である。地文はRL斜縄文で、粘土紐の貼付帯がみられる。口唇には

縄の刻みが施される。Ⅲ群A－3類の可能性がある。

時 期出土遺物から、縄文時代中期中葉と考えられる。

’
P-9 (図Ⅲ-26、図版20-2 ･ 32-2)

位 置K71区

や
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3 土 坑

規 模 114/70×104/71×73

平面形円形

確認・調査V層上面で暗褐色土の落ち込みが確認された。坑底はやや凹凸があり、壁面は急角度で

立ち上がっていた。覆土には炭化物や黄褐色土が含まれ、埋め戻しがおこなわれたと考えられる。出

土土器の接合状況からも埋め戻しの可能性は高いだろう。坑底にはV層に含まれる礫が露出している。

遺物出土状況覆土からⅢ群A－3類土器1個体分がまとまって出土した。破片の断面は磨耗してお

らず、土器を割って埋め戻しの際に散布した可能性がある。土器は覆土の上位層と下位層で接合して
いる。

掲載遣物138はⅢ群A－3類土器である。 4単位の突起を有すとみられ、地文は結束第2種のR

L斜縄文である。口唇部にはRL撚りの縄の刻みが施されている。胴部上半には、横位、縦位の貼付

帯がみられる。縦位の貼付帯は突起部に対応した4単位と、突起部との中間に2本組み4単位が垂下

するとみられる。横位の貼付帯は口縁部を含め5本で、上位4本には縄の圧痕文、最下位には縦位の
刻みが施されている。器形は胴部で若干膨らみを有す。

時 期出土した土器から縄文時代中期中葉と考えられる。

’

P-12 (図Ⅲ-26、図版20-6)

位 置N73区

規 模59／38×48／28×17

平面形不整円形

確認・調査V層精査時に黄褐色土のプランを確認した。土層確認のため半裁して掘削をおこない、

坑底を確認後、覆土全体の掘り下げをおこなった。覆土は1がロームブロックが多く含まれるもので、

H－2の5 ． 8層に類似していた。坑底はやや傾斜し、壁は急角度で立ち上がっていた。位置関係か

らH－2の付属施設の可能性がある。

遣物出土状況遺物は出土していない。

時 期不明だが、 H－2に伴う可能性がある。

P-13 (図Ⅲ-26、図版21-1)

位 置M70区

規 模105／46×66／41×33

平面形楕円形

確認・調査V層精査時に暗黄褐色土のプランを確認した｡土層確認のため半裁して掘削をおこない、

坑底を確認後、覆土全体の掘り下げをおこなった。覆土はl～6層までロームブロックを多く含む士

で、中位に暗褐色土、上位と下位に黄褐色士が堆積していた。下～中位層の土のしまりが弱いことか

らも、埋め戻しによる堆積が考えられる。

遺物出土状況礫が多数混入していたが、遺物は出土していない。

時 期不明である．

4 焼

F－1

位

土

(図Ⅲ-26、図版21-2)

置H67区

5￥



Ⅲ遺構と出土遺物

P－9
銅 ＝

i
~

凝議鑓篭…,鍾霊ｂ

’
ｂ
一

1
一

⑪

~~b'31 .90~b

~一

P-9

1 .灰褐色上。 しまり強｡
州
一

ａ

2．暗褐色土。黄褐色土多｡炭化物含む｡

3.暗黄褐色土。暗褐色土多。炭化物含む。

4.暗黄茶褐色士。暗褐色土含む｡

5.暗黄褐色土。炭化物を微量含む｡

6.黒褐色土。ﾎｿﾎｿしている｡黄褐色土含む｡

7.暗黄褐色士。

8.灰褐色土｡黄褐色三{二多｡

9.灰褐色上。ﾎｿﾎ､ノしている｡炭化物を微堂含む｡

10黒褐色土。ややﾎｿﾎｿ｡黄褐色土混じり。

10cm0
‐

10

0 1m

P-13P-12
／

/

／

ド
、抄~ 1 1

l~~

応 詞 ℃

三℃

一一一

1①
一

a

一一一
、

、

、、、、～、～､ 岬
一

a30，50ピ
’

ａ
’

一

a'30今40ａ

~
~
~
~~~
~
~

P-l3

1 ,黄褐色土。 しまり強、粘性強～中。 ローム多。

2.暗褐色士。 しまり弱、粘性強。 ローム粒は少。

3,暗褐色上。 しまり弱、 2層より粘性強。 ロームが斑状に混じ畳

4.黒褐色土。 しまり弱、粘性強。ローム粒が混じる。

5.黄褐色士。 フカフカの土。 ロームが強く混じる。

6.明黄褐色土。 しまり中～弱、粘性中。 ﾛｰﾑ主体｡

P－l2

1 _黄褐色土。 しまり弱､粘性強｡ ロームブロック多｡

2．黄褐色土。 しまり中、粘性強~中。 ﾛｰﾑブロック若干含有｡

F－1 ／

珍〆

F 1

1 .淡赤褐色焼土。黒色土を敬量含む。

2.暗褐色土。淡赤褐色焼土を含む。

3.黒褐色土。淡赤褐色焼土を微量含む

4.黒褐色土。

5.暗褐色上。ポソボソしている｡

a'32．60~ａ
’

~~~1Db
Ⅲ

~，／
／

ｍ
１
０
ｎ
ｕ
ｏ
８
■

図Ⅲ－26 P-9． 12･ 13． F 1

55

K70 K／l

P－9

⑬

"71

イ旧q

"”＄
D－1q

の一一一
声

1

」

[』5喝

H67

F－1

〃



4 焼 士

規 模92×30×14

確認・調査Ⅲ層下位で検出された。焼土上面の西端と東端には径15cmほどの範囲に炭化物が集中し

ていたが、雨にうたれてばらばらになったので、試料の採取等はおこなわなかった

遺物出土状況遺物は出土していない。

時 期検出した層位や周辺で出土した遺物から、縄文時代中期と考えられる〔

’
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W包含層出土の遺物

Ⅳ包含層出土の遺物

1 概 要

出土遺物は土器。士製品（1507点･ 15127.99)、石器(202点、 44087.89)がある。遺物はほとん

どがⅢ層から出土している。遺物の分布は、調査区西側の本遺跡と野田生2遺跡を隔てる沢に面した

範囲と、A地区およびB・C地区の沢沿いの範囲に主にみられた。 C地区は71ライン以西のほとんど

の範囲がV層までの削平を受け、本来的な遺物の分布状況は確認できなかったが、遺構の分布状況と

も調和することから、概ねの出土傾向は示していると考えられる。土器は縄文時代中期前葉～中葉の

Ⅲ群A類が半数以上を占め、中でも遺構の時期に並行するA－3類が多い。Ⅲ群A 2類、 Ⅲ群B類

土器もみられ、数型式にまたがる長期間、遺跡の立地する段丘を利用していたことが考えられる。ま

た、 A地区ではV群土器がまとまって出土した。石器は石雛、つまみ付ナイフ、 スクレイパー、両面

調整石器、 Rフレイク、剥片、石核、石斧、扁平打製石器、北海道式石冠、敲石、台石・石llllが出土

し、スクレイパーが多くみられる。剥片・剥片素材石器の石材は黒曜石、チャート、玉髄が数点づつ

散見されるのみで、 9割以上が頁岩である。 しかし、頁岩も同一母岩としてまとまるものはなく、脂

質、光沢の強い比較的良質のものが、素材・製品の形で遺跡に搬入されたようである。尚、土器、石

器の点数・重量の詳細は、表Ⅳ－1 ． 2に示した。

2 土 器

表面採集資料、排士資料を含め、包含層からは1507点、 15127.99の土器が出土している。多数を

占めるのはⅢ群土器で、全体の75％に及ぶ。Ⅲ群土器はA－2類から出土し、A－3類で数量が大幅

に増加する。Ⅲ群B－1類以降は減少傾向をみせるが、A地区にまとまった分布をみせている。また、

V群の土器がA地区からまとまって出土している。

Ⅲ群A類土器

Ⅲ群A類土器はA－2類（円筒土器上層b･ c式)、A－3類（サイベ沢Ⅶ式、見晴町式）が出土

している。

A－2類（図Ⅳ－1－1～11、図版33-1～1l)

l～5は円筒土器上層b式に相当すると考えられる。 lは器高、口径が復元できたものである。や

や寸胴で、頚部から口縁にかけて外反し、アサガオのように口径が広がる。 4単位の台形突起を有し、

粘土紐の貼付帯が突起部、口縁を縁取るように施される。胴部上半は粘土紐の貼付帯で区画され、区

画内には4本組の撚糸圧痕文、 2本組の撚糸馬蹄形圧痕文、棒状工具による刺突文が施されている。

また、貼付帯には撚糸圧痕が横断するように施されている。地文は胴部下半にLR斜縄文がみられる。

2～5の文様はlと共通の特徴を有している。 2の口唇にはジグザグ状に貼付帯が、 3 ． 4の口唇に

は撚糸の刻みが施されている。 5の横走貼付帯の区画内部には、撚糸を押引くようにして施文したと

考えられる馬蹄形圧痕文が連続的にみられる。 6～8は円筒土器上層c式に相当すると考えられる。

胴部上半に、貼付帯が網目状に施されている。 6 ． 7の口唇には、撚糸圧痕のある貼付帯がジグザグ

状に施されている。 9は馬蹄形圧痕文が連続的に施文され、厚さは薄手である。 10は突起部付近とみ

られ穿孔されている。網目状に貼付帯が施されていたようである。 l1は口縁部に粘土紐を貼り付け、

外反形状を作り出している｡地文は結束第1種の羽状縄文で､口縁直下には馬蹄形圧痕文が連続する。

A－3類（図Ⅳ－1 12～44、図版33-13～36-44)

12～16 ･ 18～21 ･ 31は地文が羽状縄文のものである。 13･ 16･ 18･20･ 21が結束第1種、 12･ 14･
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2 j 器

15 ． 19 ． 31が結束第2種である。 12～14は復元個体もしくは口径が復元できたもので、 4単位の突起

部を有すると考えられる。 12はほぼ完形で出土している。器形は胴部にわずかな膨らみを有し、口縁

が若干外反する。口唇には斜位に刻みが施される。 13は突起部に穿孔、貼付帯が施される。 14の器高

はおよそ35cm前後とみられる。胴部は緩やかに膨らみ、頚部でやや内湾する。口唇は表面側へ傾斜し

縄の圧痕が施される。底面には網目状の圧痕があり、製作時に下敷きにしたムシロ等の痕と考えられ

る。 15は口縁から底部付近まで復元されたもので、器高は30cm前後とみられる。胴部上半から緩やか

に外反する。 16･21は底部から胴部下半が復元されたものである。 16の内面にはタール状の付着物が

みられる。 21は底部の張り出しが強く、 A－2類の可能性もある。非常に薄手である。 18･20は口縁

部、突起部である。 18は口縁が強く外反し、 I|1部上半には2本組み沈線が放射状に施文される。 22~

25は口縁付近とみられる破片資料で、文様は不明瞭だが羽状縄文の可能性がある。 24．25の上部には

第2種の結束部が観察される。

17 ． 26～44は地文が斜縄文のものである。26 ．43 ．44は結節､28． 38は結束第2種である。17 ． 26 ．

27は個体復元資料である。 17はやや寸胴で、胴部上半から緩やかに外反する。口縁部と胴部中央に3

本組沈線が横走し、 さらに縦位の3本組沈線で、上半部は4等分に区画される。各区画内には2本組

沈線がアーチ状に施される。縦位沈線の末端にはコーヒー豆形の貼付文がみられ、 これらは縦横位両

方の沈線に接するもの、縦のみに接するもの、横のみに接するものなどがあり、一定ではない。口唇

には縄の刻みが施される。 26は底部の張り出しと胴部の膨らみが強い。 ×字状の縄の圧痕が突起部に

施される。 また、ボタン状の貼付文は、 2個4単位が突起部に、 1個4単位が胴部の膨らみのピーク

に施される。 27は寸I|1で、 山形と蛸口状の突起2単位を対置する。山形突起の表面は指で押し込んだ

ように凹んでいる。地文は口唇部まで施されている。 28～30は口縁部で、口唇部には縄の刻みがみら

れる。 32～38は突起部である。 32と33は同一個体である。 32は山形の突起を有し、突頂部からは粘土

紐が垂下している。口縁から胴部の沈線は2本組の浅いもので、突起部の穿孔から垂下した後、ほぼ

直角に屈曲し、末端は蕨手状に施文される。口唇には縄の刻みがみられる。 34は口縁が強く外反し、

突起部には穿孔、把手が付されるようである。 36～38は蛸口状の突起である。 38にはアーチ状の把手

がみられる。 39は山形小突起を有し、口径15cm程の筒形に復元される。口唇部には縄の刻みが施され

る。 40～41は口縁部、 43･44は胴部破片である。 40の口唇は表面側に傾斜し、口唇には地文が施文さ

れている。 41の口縁は強く外反し、 15 ･ 18に類似した器形と考えられる。

Ⅲ群B類土器

Ⅲ群B類土器はB－1類、 B－2類が出土している。

B－1類（図Ⅳ－4－45～50、図版36-46～50)

45は胴部の径が復元できたもの。撚りの細かいRL斜縄文で、胴部の膨らみが強い。 P－4出土の

榎林式土器に類似するためB 1類とした。 46は渦巻状の沈線を波頂部にもつもの、 47～49は口唇に

太い沈線文が施されるものである。 46～49は榎林式に相当すると考えられる。 50は半裁竹管の刺突文

が連続的にみられるもので、地文は斜縄文とみられる。道南地域では、同様の特徴を持つ土器は天神

山式・柏木川式に分類され、榎林式に伴って散見されることからB－1類とした。

B－2類（図Ⅳ－4-51～57、図版36-51～56)

51～55は|司一個体とみられる。 51は緩やかな山形を呈す口縁部で、口唇は丁寧に磨かれ表面側に傾

斜している。口縁は頚部から強く外反している。口唇から頚部にかけて、 3列の円形刺突文がみられ、

頚部には|析面が丸い棒状工具による沈線文が横走する。地文は撚糸文で、縦位に施文される。 52～55

では、 I|1部にも狭い間隔で横走沈線が施文され、渦巻文もみられる。また、 52～55の内面はいずれも

’
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Ⅳ包含層出土の遺物

丁寧に磨かれている。 53は強いくびれがみられる。 57はほぼ完形で出土している。胴部は円く、口縁

は強く外反する。 2単位の波状口縁で、口唇は丁寧に磨かれている。頚部は2本の横走沈線で区画さ

れ、区画内には列点文が施される。頚部からは沈線による4単位の渦巻文が垂下し、渦巻きには先鋭

な突出部が右側及び下方にあしらわれている。地文はLR斜縄文だが、約lcml幅の施文に対し2～5

lnnl幅の縦位の無文帯を有し、縦縞を形成している。 51～57は口縁の形状や刺突文、縦位を意識した地

文などが共通し、 ノダッフ．Ⅱ式、大安在B式相当と考えられる。

Ⅲ群土器

58～69は底部で、口縁部などに対し文様等の特徴が少なく、細分類は困難であった。底部に対して

は、観察可能な諸特徴や、出士状況などから分類をおこなった。

A類土器（図Ⅳ－4－58～75、図版36-58～75）

地文が観察できたのは、 60～62･ 64･ 67･68･70で、すべて斜縄文である。 58･ 59は明瞭な上げ底

で、 58の底面は丁寧に調整されている。上げ底は見晴町式期に散見され、 A－3類からB－1類の可

能性がある。 63． 66は底部の張り出しが強く、A－2類の可能性がある。 72～75は小形のもので、小

形土器はサイベ沢Ⅶ式から増加する傾向があることからA－3類と考えられる。 73は底部でくびれ、

胴部に強い膨らみを有す。尚、 73は掲載土器一覧表作成のミスから包含層で掲載したが、 P-6出土

の遺物である。 69は底部内面に棒状工具で掻きまわされたような痕跡がみられる。

土製品（図Ⅳ－5－76、図版36-76）

76は柄部を欠損するが、匙形を呈するとみられる。内面、口唇は丁寧に磨かれている。出土位置か

らⅢ群とした。

Ⅳ群土器

A地区を主体に、 20点ほどが出土した。ほとんどが胴部の小破片のため掲載していない。

V群土器

V群土器は298点が出土し、分布はA地区にまとまっている。器形を復元できるものはなかった。

細分類が可能であったものは265点で、すべてV群B類土器であった。

B類土器（図Ⅳ 5－77～95、図版36-77～95）

77～84は口縁に横走沈線を巡らせ、口唇には刻みと、刻みによって生じた微突起に円形刺突文を施

すものである。77 ． 78は細い、 79～84は太い棒状工具で施文したとみられ、刻み、刺突の大きさも沈

線のli'目に比例している。また、口唇内面にも沈線が施されている。82～84は口縁で強く外反する。85 ･

86は頚部から口縁に無文帯を有す。 86～91は口縁に棒状工具の押引きによって施文する、単純化され

た羊歯状文を有し、 87～91は口唇内面にも同文様が施される。羊歯状文下には2本組みを主体とした

沈線が巡っている。 92～95は胴部破片で地文はLR斜縄文である。 77～90までに観察される地文も全

て斜縄文であるが、若干縦走気味に施文され、大洞C!～C2式に相当すると考えられる。

Ⅲ群B類～V群の可能性がある土器（図Ⅳ－5－96～101、図版36-96～101）

縄文時代中期から晩期と考えられるが確定できなかったものである。 96は三角形を描くように列点

文が施され、口唇には斜位に刻みが施される。器厚は薄手で、内面は丁寧に磨かれている。中期後葉

のⅢ群B－2類、大安在B式、 ノダップⅡ式に相当する可能性がある。 97は口縁に縄線文が横走し、

胴部には沈線によりスパナ状の文様が描かれている。Ⅳ群A類の大津式に相当する可能性がある。 98

は無文で、表面はやや粗くナデ調整されている。器厚は比較的薄手で、胎土が堅くしまることからⅣ

群土器に相当すると考えられる。 99～101は底部である。 101は平面が木葉形である。
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Ⅳ包含層出土の遺物

3 石 器

表面採集資料、排土資料を含め、包含層からは202点、 44078.89の土器が出土している。 トウール

ではスクレイパー、 Rフレイクが多く出土している。 また、扁平打製すり石、台石・石Ⅲなどの礫石

器やスクレイパーがA地区にまとまった分布をみせている。石材は剥片・剥片素材石器は頁岩、礫素

材石器は安山岩がそれぞれ9割以上を占めている。

石 鍼（図Ⅳ－6-102～105、図版37-102～105)

石雛は4点出土し、全て掲載した。 102～104は有茎、 105は無茎凹基である。 102は粗製で、裏面に

大きく素材面を残し、断面は分厚い三角形を呈する。 また、縦断面がやや湾曲する。 104は五角形に

近い形状だが、加工が粗いまま整形を終了している。 105は長身の三角形鍼で、斜行剥離を含む押圧

剥離によって器体を丁寧に調整し、断面は凸レンズ状となっている。器体両面には、基部から中央部

にかけてアスフアルトが付着している。実測図右下の模式図中に表現した網掛け部分はアスファルト

の付着範囲を示している。石材は102･ 105が頁岩、 103･ 104が黒曜石である。

つまみ付ナイフ （図Ⅳ－6-106、図版37-106)

つまみ付ナイフの出土は1点のみである。 106は縦長剥片を素材とし、腹面側に軽微な加工が施さ

れている。頁岩製である。

スクレイパー（図Ⅳ－6 107～7-121、図版37-107～121)

スクレイパーは28点出土し、その内15点を掲載した。 107～116は縦長傾向の強いもので、スクレイ

パーの中ではこの形態が多数を占める。素材は縦長剥片が主と考えられる。腹面に対する背面の剥離

面は3点(111 ･ 112 ･ 116)が横方向を、 1点(114)が逆方向を含み、他11点は同方向のみで構成さ

れる。未掲載で同形態のもの5点を観察したが、横方向を含むものl点、同方向のみが4点であった。

素材の縦長剥片には同方向からある程度まとまって剥離された傾向がある｡107～111は主に片側縁が、

112～116は両側縁が調整されるものである。刃部調整は110 ･ 115がやや軽微なもの、 113が平坦剥離

による薄い縁辺を作出するもの、他は連続的な側縁調整で入念なものである。 110～112は末端部が調

整され、 111 ･ 112は突出した形状になっている。 117は|隔広の剥片を素材とし、片側縁を調整してい

る。 118は分厚い縦長剥片を素材とし、急角度調整を両側縁に加えている。 119～121は横長剥片を素

材とし､幅広い末端縁辺を調整するものである｡119･120は主に腹面側を､121は背面側を調整し､119 ･

121には直線的な刃縁が作出されている。 119の加工は急角度で粗い。 107～114･ 117の腹面側には刃

部縁辺に沿って、光沢及び磨耗した部分が肉眼で明瞭に観察できる。石材は全て頁岩である。

両面調整石器（図Ⅳ－7 122～127、図版37-122～38 127)

両面調整石器は5点出土し、全て掲載した。素材は全て剥片で、加工はやや急角度の縁辺調整と平

坦剥離で構成されるが、背腹両面を覆い尽くすものではない。 124は素材の上下末端を両面調整し、

側縁は主に背面側の剥離で調整している。左側縁は小剥離による鋭利な縁辺を有し、右側縁は著しく

摩滅している。125～127の背面側に調整の加えられる片側縁は、小剥離調整によって鋭利に整形され、

スクレイパーの刃部に類似する。対して腹面調整が加えられる側縁は粗い加工である。スクレイパー

刃部腹面側に観察された光沢、摩滅痕跡と同様のものが、 124～125の調整縁辺裏面に観察された。ス

クレイパー、両面調整石器の光沢の範囲はⅥ章に示した。石材は全て頁岩である。

石 核（図Ⅳ－7－128、図版38-128)

石核の出土は1点であった。 128は分割礫素材とみられ、正Im右側の剥離面は分割面の可能性があ

る。左側縁、下端から作業をおこなっている。上端には打面状の平坦面を作出している、安山岩製で

ある。
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磨製石斧（図Ⅳ－8-129～131、図版38-129～131)

石斧は3点が出土し、全て図示した。 129は平面が溌形に近く、縦断面形は器体中央で膨らみを有

す。刃部は両刃、円刃である。全身を入念に研磨している。左側縁の丸みを帯びた曲面に対し右側縁

は平坦面となっている。 130の平面も溌形に近く、器体中央から刃部にかけて厚みを有す。刃部は片

刃、円刃である。全身を入念に研磨している。 131は欠損するが、全体の形状は短冊形とみられる。

刃部は両刃だがやや正面側に偏る。刃部平面は突出する円刃である。研磨は裏面側が部分的に丁寧な

ほかは、全体的に粗い。側縁は両面打ち欠きにより整形されている。石材は129が緑色泥岩、 130･ 131

が蛇紋岩である。

敲 石（図Ⅳ－8-132～135、図版38-132～135)

敲石は5点出土し、内4点を掲載した。 132･ 133はやや扁平な棒状礫を素材とし、最大幅位置の平

坦面に敲打痕が観察される。敲打痕は正裏両面にみられる。 134． 135は楕円形・不整楕円形の礫を素

材としている。134の敲打痕は、正裏面に軽微なものが散見されるが、器体中央部には希薄である。135

は端部、及び膨らみが強い中央部に敲打痕が顕著である。石材は全て安山岩である。

北海道式石冠（図Ⅳ－9-136～138、図版38-136～138)

北海道式石冠は3点出土し、全て図示した。 136は打ち欠き調整により、 137はペッキングにより、

138は素材形状を利用し、上端部を半円形状としている。いずれも最大i幅位置はすり面付近に存在す

るが、上部との差はあまりない。 137 ． 138には、すり面方向からの小剥離が連続的にみられ、すり面

には敲打痕が観察される。 136･ 137のすり面断面は石器長軸に対しほぼ直交するが、 138は斜行して

いる。 136･ 138のすり面は擦痕が顕著で表面は滑らかである。石材はすべて安山岩である。

扁平打製すり石（図Ⅳ－9－139～10-143、図版39-139～143)

扁平打製すり石は4点出土し、全て図示した。扁平転礫・盤状礫を素材とする。 139は扁平礫の片

面側を周囲から打ち欠き、半円形に整形している。 140･ 141は盤状礫素材で、 141の裏面は平滑な自

然面である。 140･141は両面を周囲から打ち欠き調整し、すり面縁辺には小剥離が連続する。左右両

端に両面調整がみられるものは、 140～142がある。 140の右側縁は素材形状がノッチ状となっている。

すり面は、 139が弓なりに湾曲し、 140． 141は下面の打ち欠き調整により部分的となっている。 143は

二次加工ある礫に分類したが、素材が半円形を呈す扁平礫で、且つ下面'附が狭いこと、左右両端を打

ち欠く特徴があることから、扁平打製すり石に関連するものとみられる。中央部に極端な器厚を有す

素材形状が加工の弊害となり製作途中で放棄された失敗品、便宜的に製作・使用され短期間で遺棄さ

れたものなどが考えられる。

台石・石皿（図Ⅳ-10-144～11-148、図版39-144～40-148}

台石・石皿は7点出土し、内5点を図示した。全て扁平礫を素材としている。 144． 146は15cm前後

の小形のもので、上下両端を打ち欠き調整している。擦痕は正面の平坦面に観察される。 144の左側

縁は直線的な平坦面で、すり面の可能性がある。 145は25cm前後の中形、 147･148は35cm前後の大形

のものである。 145は平面が不整円形ですり面側の一端に打ち欠きが施される。擦痕は打ち欠き剥離

面に接する範囲で顕著に観察される。 147は片面中央部の広い範囲にすり面が位置する。擦痕は下方

で顕著にみられる。 14は両面の広い範囲をすり面とするが、正面側は擦痕がより明瞭で平滑化してい

る。 147･148のすり面の周囲には敲打痕が散見される。石材は全て安山岩である。

’
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図Ⅳ－11 包含層出土の石器(6)
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Ⅳ包含層出土の遺物

4 遺物の分布

(1) 概 要

遺物の出土層位はほとんどがⅢ層である。Ⅳ層出土も少数あるが、型式と層の上下関係が逆転する

例などから、本来的にはⅢ層に包含されていた遺物が、 インボリューションや植物などの自然営力の

影響を受け、下位層に移動したと考えられる。また、Ⅳ～V群土器は、包含層の良好な残存状況から、

Ⅲ層上部（黒色士上部）に多く出土する傾向が捉えられた。遺物の平面分布はA地区沢周辺、 B・C

地区東側の沢周辺、 C地区西側沢周辺の、大きく3つの範囲にまとまとる。土器および石器の分布状

況もこれに一致し、両者が同一の分布傾向を有し、上記3つの遺物分布のまとまりを形成したことが

理解できる。また、遺構の分布はC地区南東側70～75ラインにまとまるが、遺物分布はこれより東側

にまとまる傾向がある。 70ライン以降の包含層の削平が関係すると考えられ、遺構覆土の遺物出土状

況からみても、本来的には遺構周辺にも遺物が密に分布した可能性がある。尚、以下の記述では、遺

物全体の出土状況をもとに、 C地区東側60～85ラインをC1地区、 85ラインから西側をC2地区とし

て便宜的に呼称する。

(2) 士 器（図Ⅳ-12～13）

土器は1507点出土し、 この内風倒木痕などの撹乱を含み、調査区単位で出土地点を確認できたもの

が1485点である。土器全体の分布はA地区沢周辺(741点・49．8％)、 B･Cl地区(528点･ 35.5%)、

C2地区(216点･ 14.5%)の3つの範囲にまとまとる。以下、分類別に詳細を述べる。文章中に述

べる遺物分布の比率は点数によって算出した数値である。

Ⅲ群A類

Ⅲ群A類は、A地区沢周辺、 B･Cl地区の沢周辺、 C2地区の3つの範囲に分布する。特にB地

区とCl地区が数量的にまとまる。A地区及びCl地区はA－3類が、 C2地区はA－2類が主体で

ある。A－3類は東側の沢を挟んだ両側の地区、特に北側に分布し、全体の55％を占める。また、 Ⅲ

群A類の遺物分布は遺構の分布範囲と同様に、調査区の北側に広がる可能性がある。

Ⅲ群B類

Ⅲ群B類はA地区に全体の95％がまとまり、分布はA地区のなかでも、南から北にかけての沢沿い

に限られている。同一集団による所産であるかは不明だが、A類からB類に移行する過程で、主な活

動範囲に変化があったことが考えられる。Ⅲ群B類はC1地区北側で確認されたP－4の坑口の黒色

士（自然堆積土）からも出土し、分布は調査区の北側に広がることが考えられる。

Ⅳ群･V群

Ⅳ群、 V群ともにA地区に主に出土し、その分布は沢沿いの南側にまとまる。Ⅳ群はC2地区にも

出土し、調査区の北側を河成の段丘崖に沿って分布する可能性がある。V群はA地区北側の狭い範囲

に97％がまとまることからも、 Ⅲ群などに比べ小規模な生活集団によって遣された可能性がある。

(3) 石 器（図Ⅳ-13～15）

石器は202点出土し、 この内風倒木痕などの撹乱を含み、調査区単位で出土地点を確認できたもの

が195点である。石器全体の分布は、土器と同様にA地区(103点･ 52.8%)、 B･C1地区(76点．

38．9％)、 C2地区(16点･8.2%)の大きく3つの範囲にまとまとる。以下、分布の詳細を述べる。

石器重量（剥片・剥片素材石器・石斧）

剥片・剥片素材石器・石斧の重量は、A地区(21629 ･48.8%)、B･C1地区(1854.29 ･41.4%)、

C2地区(204.59 ･4.6%)で、点数同様A地区、 B・Cl地区に多く分布する。各地区から出土す

る個々の剥片の大きさはある程度まとまったものと考えられる｡石器は接合作業や母岩分類作業から、

矛
の



4 遺物の分布

石器製作はほとんどおこなわれず、製品・素材の状態で持ち込まれた可能性が高く、石器分布のまと

まるA･B･C1地区は製作場所ではなく、作業場もしくは遺棄の場と考えられる。

剥片素材石器

各器種とも点数が少なく、 また各地区に散発的に出土するため、明確な分布特徴を抽出することは

困難な状況であったが、以下の傾向が看取された。剥片はA･B･Cl地区の沢沿いに広く分布する。

スクレイパーは28点出土し、A地区にまとまる傾向がみられた。 また、 Rフレイク、両面調整石器も

A地区にまとまる。スクレイパーとRフレイクは調整頻度によって分類されるが、縁辺を二次加工す

るだけの不定形石器として共通し、両面調整石器も加工と使用痕跡からスクレイパーと同様の目的で

製作・使用されたものが含まれる可能性が指摘できた。これらを縁辺調整石器としてまとめて捉えれ

ば、縁辺調整石器はA地区を主な活動域として搬入・使用されたと考えられる。

礫素材石器

各器種とも点数は少ないが、明確にA地区にまとまって分布する。台石・石皿と敲石・すり石類(扁

平打製すり石・北海道式石冠含む）の間にセット関係が考えられる。A地区に土器、剥片素材石器、

礫素材石器の分布がまとまることからは、恒常的な生活・作業の場であったこと、 まとまった道具の

遺棄がおこなわれたことなどが考えられる。

各石器の時期は、出土層位がⅢ層中位を主体とすること、 Ⅲ群A類土器と平面分布傾向が調和的で

あることから、縄文時代中期中葉に属する可能性が高いと考えられる。
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Ⅳ包含層出土の遺物
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4 遺物の分布
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Ⅳ包含層出土の遺物
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4 遺物の分布
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V 自然科学的手法による分析結果

V自然科学的手法による分析結果
1 野田生4遣跡から出土した炭化材・種実遺体の種類

パリノ・サーヴェイ株式会社
はじめに

野田生4遺跡は、内浦湾（噴火湾）に面した海岸段丘上に位置する。今回の発掘調査により、竪穴
住居跡、土坑、焼土等の遺構が検出され、縄文時代中期～晩期の土器や石器等の遺物が出土している。
このうち、縄文時代中期（サイベ沢Ⅶ式期）の竪穴住居跡では、住居の埋設過程の窪みで焼土や土器
などが検出されている。これらの焼土をフローテーションしたところ、燃料材などに利用されたと考
えられる炭化材や種実遺体が検出された。今回の分析調査では、 これらの炭化材と種実遺体の同定を
行い、古植生および植物利用に関する資料を得る。

l .試 料

(1) 炭化材

試料は、竪穴住居跡等のうローテーションによって抽出された炭化材7ケース （試料番号
991,992,996,999,1014,1016,1026)である。いずれの試料もlケース中に多くの炭化材片が認められ
たため、無作為に5点づつ、合計35点を選択した。各試料の詳細は、樹種同定結果とともに表V-1
に記す。

(2) 種実遺体

試料は、各遺構のうローテーションによって抽出された種実遺体29点で、 l試料中に複数の種類が
混在していた。詳細は、結果とともに表V-2に記す。

2．方 法

(1) 樹種同定

木口（横断面） ・柾目 （放射断面） ・板目 （接線断面）の3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡お
よび走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。
(2) 種実遺体同定

双眼実体顕微鏡下で種実遺体を観察・分類する。その形態的特徴と当社所有の現生標本との比較か
ら種類を同定する。同定した種実遺体等は、乾燥剤とともに種類毎にピンに入れて保存する。

3．結 果

(] ） 樹種同定

樹種同定結果を表V－1に示す。試料

番号992,999,1026は、それぞれ2種類づ

つ認められた。これらの炭化材は、広葉

樹3種類（クリ ・ヤマグワ・ トネリコ

属） とイネ科タケ亜科に同定された。各

種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・クリ (c"rα"“cだ"α/αSieb. erZ"cc. )

表V 1 樹種同定結果
~

儲
迩備~ 採取位悩 層付 点数’ 樹種

5 クリ(3)

l､ネリコ属(2)

5 クリ(5)

5 クリ(5)

5 クリ(3)

イネ科タケ恥科(2)

5 クリ(5)

5 クリ(5)

5 クリ(3)

ヤマグワ(2)

5

o

’
{l‐ 1 F 1 殺土上1mⅢ化而

蜘
一
郷

H･ 1 1炉

P-2 1床面炭化物混じり7
l*mi

~床而
床而炭化物混じり5 ‐ 1P99L） 床、I

H-2 1 1ji3
H-2 1炉3勝

床I川

~床而
|皿‘ | '~‘ ’
1026 P- '

’
穫土' |］ビットiﾉ1

ブナ科クリ属
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l 野田生4遺跡から出土した炭化材・種実遺体の種類

環孔材で、孔圏部はl～4列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、
状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、
高。

漸減しながら火炎

単列、 1～15細胞

・ヤマグワ (MoIws(IMs"α"sR,"er) クワ科クワ属

環孔材で､堀部はiZ3列､孔圏外でやや急激に管径を減じたのち､晩材部へ向かって管径を漸
減させながら塊状に複合して、接線・斜方向に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、
小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅱ～Ⅲ型、 1～6細胞'l'昌、 1～50細胞高。
放射組織には、 しばしば結晶細胞が認められる。

・ トネリコ属（舟“伽'Is) モクセイ科

試料は、年輪界および早材部の多くを欠く。残存部分の道管径の変化が大きいことから、環孔材と
判断した。小道管の壁厚は比較的厚く、単独または2個が放射方向に複合して散在し、複合部の壁厚
はさらに厚くなる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、 1～3細胞幅
1～20細胞高。

・イネ科タケ亜科(GIw""""es"jZz"'.Bfzmb"sojd"e)

試料は円柱状で、中空となる。横断面では維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱が認められ、
放射組織は認められない。

(2) 種実遺体同定

種実遺体（単体試料）同定結果を表2に示す。種実遺体は、炭化し保存が悪い。木本3種類（落葉
広葉樹のオニグルミ、 クリ、マタタビ属)、草本1種類（双子葉植物のアカザ科一ヒユ科)、不明堅果
類の種実の他、炭化材、不明炭化物（木材組織を持たない炭化物で、部位・種類ともに不明であるも
の)、不明植物（部位・種類ともに不明であるもの)、菌類の菌核が検出された。以下に同定された種
実遺体の形態的特徴などを記す。人間が干渉した可能性のあるものに関しては、破片や炭化の有無を
三F11ナラ
画しL〆／､一○

＜木本＞

・オニグルミ (JMglα"”"α“，/z"""M"xi"1. s"､rp.Siebo/f加"q(M"x""､)K"α","rq) クルミ科クルミ属
炭化した核の細片が検出された。黒色、完形ならば広卵形で先端部分がやや尖る。明瞭な縦の縫合
線があり、核皮は硬く、表面は縦方向に溝状の浅い彫紋が走りごつごつしている。内部には子葉が入
る2つの大きな窪みと隔壁がある。核の構造が特徴的であるため、細片でも同定可能である。
、クリ (C"rα""cre"""S/eb."ZzIcc. ) ブナ科クリ属

炭化した種子破片が検出された。黒色、完形ならば広卵形か。萎縮しており、大きさ10nlln以上。子
葉の合わせ目で2つに割れている。木質で、表面には縦筋が走る。子葉の合わせ目は平滑。
、マタタビ属(Ac"mdm） マタタビ科

種子が検出された。黒色で種皮が硬いため炭化の有無は不明。楕円形で両凸レンズ形。長さ1.8mm、
径1111m程度。種皮表面には円形・楕円形などの凹点が密布し、網目模様をなす。
＜草本＞

・アカザ科一ヒユ科(CJI"opodjqc"e-A版α庇"""e)

種子が検出された。黒色で種皮が硬いため炭化の有無は不明。円盤状でやや偏平。径1mm程度。一
端が凹み、 I齊がある。種皮表面には、微細な網目模様がみられる。
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V 自然科学的手法による分析結果

4．考 察

各遺構から出土した炭化材は、 クリが多くを占め、他に
混じる組成であった。一方、種実遺体では、 オニグルミ、

トネリコ属、ニレ属、 タケ亜科などが少量

クリ、マタタビ属、アカザ科一ヒユ科が認

表V-2 種実遺体同定結果
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破：細片のため個体数推定が困難であるもの‘

数字十 ：数字以上の個体数が推定される。
多: 100個体以上。

められたが、個体数はいずれの種類も少ない。炭化材にクリが多い結果は、西側に隣接する野田生2
遺跡の住居跡等から出土した炭化材の樹種同定結果（未公表資料） とも一致する。

炭化材と種実遺体に認められた種類のうち、 オニグルミ、 クリ、ヤマグワ、 トネリコ属は、いずれ
も落葉高木である。また、 アカザ科一ヒユ科は、開けた草地に生育する草本類である。隣接する野田
生2遺跡では、本遺跡で認められた種類の他に、落葉広葉樹のアサダ、 カツラ、 タラノキ、ハリギリ
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l 野田生4遺跡から出士した炭化材・種実遺体の種類

が確認されている。 これらの種類のうち、 オニグルミ、 カツラ、ハリギリ、 トネリコ属は、現在北海
道の湿地～谷沿いの水分が比較的豊富な場所に生育している種類である。 したがって、周辺の段丘を
開折する谷沿いや後背の山地の谷筋等に、 オニグルミ、 カツラ、ハリギリ、 トネリコ属が生育してい
たと考えられる。 また、ヤマグワは、 こうした谷沿いの斜面や台地上に生育していたことが推定され
る。 タラノキは、伐採地などの陽地に最初に生育する木本類の一種であり、台地上の集落周辺などの
開けた場所に生育していたことが推定される。マタタビ属は、森林の林縁部等で樹木に巻き付いて生
育する、つる植物であり、周辺の森林の林縁部を中心に生育していたと考えられる。一方、草本類の
アカザ科一ヒユ科は、木本類のタラノキ等とともに、集落周辺の開けた場所に生育していたと考えら
れる。これらの植生は、基本的には本地域で現在見られる植生（宮脇， 1987） と一致しており、 ｜司様
の植生がみられたと考えられる。

種実遺体に確認されたオニグルミは、生食と長期間の保存が可能で収量も多い。縄文時代遺跡から
も多くの出土例が知られており、重要な植物質食糧の一つであったと考えられている(粉川， 1983)。
本遺跡でも、周辺に生育していたオニグルミの果実を利用したことが推定される。また、マタタビ属
やヤマグワも果実が生食lIj能であるが、長期の保存には適さないことから、果期に収穫・利用された
ことが推定される。この他の種類では、 タラノキが若芽を食用とすることから、春～初夏にかけて利

用されたことも想像される。なお、種実遺体のうち、マタタビ属とアカザ科一ヒユ科は炭化していな
い状態で出土した。台地上の遺跡では、炭化しない種実が長期間残存することは困難であり、解析に

関しては炭化種子以外を除外して考えた方が妥当だという指摘もある （吉崎, 1992)。したがって、

マタタビ属とアカザ科一ヒユ科については、遺構埋没後に混入した後代のものである可能性もある。

クリについては、現在は石狩低地帯を自生北限としており、本遺跡周辺にも生育していることから、

縄文時代にも周辺に生育していた可能性がある。 クリもオニグルミと同様に簡単に食用にでき、長期
間の保存も可能なため重要な植物食糧と考えられており （粉川, 1983)、集落周辺に生育していた樹

木から果実を得ていたことが推定される。

ところで、北海道におけるクリ材の出土例は、函館市石川l遺跡および桔梗2遺跡等渡島半島南部

の遺跡に多くみられる （三野, 1988a,1988b)。一方、苫小牧市美沢3遺跡、千歳市末広遺跡等、石

狩低地帯の遺跡では、 コナラ節やトネリコ属が多く見られ、 クリが少量混じることがある （三

野, 2000)。また、山田・柴内(1997)によれば、北海道の縄文時代遺跡では、前期後半頃から石狩

低地帯以南の地域でクリの種実の利用が始まり、前期末頃からは木材も出土するようになるが、それ

以前のクリの痕跡は認められてない。これらのことから、縄文時代前期後半頃に、土器文化圏を共有

する青森県内の遺跡から渡島半島南部にクリが持ち込まれ、栽培によって分布を拡大したことが指摘

されている。そのため、本遺跡周辺のクリについても、自然に生育していたものではなく、人間によっ

て管理・栽培されていた可能性もある。

現在栽培されているクリは、 9年生～10年生以後から20年生前後の樹齢が成果期であり、一般に20

年生以後は年毎に収量が減少する （志村， 1984)。このことから、若木を果実確保のために保護・管
理し、収量の落ちた老木を伐採して用材として利用した可能性が考えられている （千野, 1983)｡

今後、花粉分析なども含めた古植生に関する調査を行って、植生変遷やクリの推移を明らかにし、

遺跡での利用状況と比較を行いたい。
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l 野田生4遺跡から出土した炭化材・種実遺体の種類

図版V－1 炭化材

1.クリ （試料番号1016)

2．ヤマグワ （試料番号1026）

3． トネリコ属（試料番号992）

a ：木口, b:柾目, C :板目

灘
■■■■200"m:a

‘-= 200"m:b,c
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図版V－2 種実遣体
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2．オニグルミ(試料番号994）

4．クリ(試料番号1000）

6．マタタビ属(試料番号1008)

1 ．オニグルミ（試料番号1015)

3．オニグルミ(試料番号995）

5．クリ（試料番号1000）

7．アカザ科一ヒユ科(試料番号999）
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2 放射性炭素年代測定

2 放射性炭素年代測定

(株）地球科学研究所

報告内容の説明
~

74CagB‘日戸ノ 14C年代"measuredradiocarbonage"

試料の14C/12C比から､単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した年代。
半減期はリピーの5568年を用いた。

~

補正14C年代"conventional radiocarbonage"

試料の炭素安定同位体比( 13C/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り
14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で､算出した年代。

試料の13C値を-25(M)に標準化することによって得られる年代値である。

暦年代を得る際にはこの年代値をもちいる。

純正7竿c韮泡

〃”ノ

試料の測定14C/12C比を補正するための13C/12C比。
この安定同位体比は､下式のように標準物質(PDB)の同位体比からの千分偏差(M)
で表現する。

( 13C/12C)[試料]-( 13C/12C)[標準1× 1000613C(M)=
(13C/12C)[標準］

ここで、 13C/12C[標準]=0.0112372である。

~"/3c(be'777"

暦年代 ： 過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正により､暦年代を
算出する。 具体的には年代既知の樹木年輪の14Cの測定､サンゴのU-Th年代と
14C年代の比較により､補正曲線を作成し､暦年代を算出する。最新のデータベース（
"INTCAL98RadiocarbonAgeCalibration"Stuiveretal,1998,Radiocarbon40(3))
により約19000yBPまでの換算が可能となった｡＊

*但し､ 10000yBP以前のデータはまだ不完全であり今後も改善される可能性が高いので､補正前のデータの保管を推奨します。
''ThecalendarcalibrationswerecalculatedusingthenewestcalibrationdataaSpublishedinRadiocarbon,Vol､40,
No.3, 1998usingthocubicsplinefitmathematicsaspublishedbyTalmaandVogel,RadiocarbonIVql.35INo:2,_pg
317-322,1993:ASimplifiedApproachtoCalibratingC14Dates.ResultsarereportedbothascalBCandcaIBP.
NotethatcalibrationforsamPlesbeyondabout lO,000yearsisstillverysubiective. Thecalibrationdatabeyond
aboutl3,000yearsisa"bestfit"compilationofmodeleddataand,althoughan improvementoptheapcuracyOithe
radiocarbondate,shouldbeconsideredillustrative.ltisverylikelythatcalibmtiondatabeyondlO,000yearswill
changeinthefuture・ Becauseofthis, it isvelyimportanttoquotetheoriginaIBPdatesandthesereferences in
yourbublicationssothatfuturerefinementscanbeappliedtoyourresults.''

漉定方法なと弘二閏するデータ

測定方法 AMS :加速器質量分析

~~

Radiometric :液体シンチレーションカウンタによるβ一線計数法

~処理･鯛製･その他 試料の前処理､鯛製などの情報

前狐理_acid-alkali-acid :酸一アルカリ

acidwashes :酸洗浄

acidetch ;酸によるエッチング

none ：未処理

調製､その他

酸洗浄

Bulk-LowCarbonMaterial :低濃度有機物処理

BoneCollagenExtraction : 骨､歯などのコラーゲン抽出

CelluloseExtraction :木材のセルローズ抽出

ExtendedCounting: Radiometricによる測定の際､測定時間を延長する

BETAANALYTICINC.

4985SW74Cour,Miami !FI, U.S.A33155

分析機関
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V 自然科学的手法による分析結果

試料データ C14年代(yBP)

(MeaSuredC14age)

613C(permil) 補正C14年代(yBP)
(ConventionalC14age)

~~~~~~

Beta- 163046 4470f40 －25．3 4470+40~

試料名( 19336) ND4-1

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charrednutsheU acid/alkali/acid

Beta- 163047 4480+40~ －26．4 4460+40~

試料名( 19337)ND4-2

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 163048 4500＋40~ -27.2 4460+40~

試料名( 19338)ND4-3

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 163049 4490±40 －25．0 4490+40
一

試料名( 19339) ND4-4

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 163050 4530士40 -26.8 4500+40~

試料名( 19340)ND4-5

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

表V－3放射性炭素年代測定結果一覧

14C年代

(yBP)
補正14C年
代

測定番号 試料名 遺構名 採取地点 層位 試料種類 共伴遺物

163046 ND4－1 H－1 覆土7層F－1 クルミ殻 縄文中期中葉の土器 4470±40 4470±40

163047 ND4-2 炉H－1 床面 炭化材 縄文中期中葉の土器 4480±40 4460±40

163048 炉2ND4-3 H－2 床面 クルミ殻 縄文中期中葉の土器 4500±40 4460±40

163049 ND4-4 黒色土分布範囲P－2 覆十7層 クルミ殻 縄文中期中葉の土器 4490±40 4490±40

163050 ND4-5 P－6 覆土 炭化材 縄文中期中葉の土器 4530±40 4500士40
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V 自然科学的手法による分析結果

3 野田生4遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析

藁科哲男

（京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法により黒曜石およびサヌカイト製遺物の

石材産地推定を行なっている1 , 2, 3)。 石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必

要がある。地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭

原石の組成が一致すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれ

ば、十分条件を満たし、ただ一カ所の一致する露頭産地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。

遺物の産地分析では『石器とある産地の原石が一致したからと言っても、他の産地にも一致する可能

性があるために、一致した産地のものと言い切れないが、 しかし一致しなかった場合そこの産地のも

のでないと言い切れる』が大原則である。考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非常に

重要な意味があり、見える様式としての形態文様見えない様式として土器、青銅器、ガラスなど

の人手が加わった調合素材があり一致すると言うことは古代人が意識して一致させた可能性があり、

一致すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な結果で

ある。石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、

例えば石材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルート上に位置する、産地地方との交流を示す土

器が出土しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播した

石器原材であっても、遺跡近くの似た組成の原石産地の石材と思いこみ誤判定する可能性がある。人

が移動させた石器の元素組成とA産地原石の組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と出土

遺跡の間に地質的関連性がないため、十分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証明でき

ず、その石器原材がA産地の原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が一致し

たことが、直ちに考古学の資料とならない。確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定できなく

なったが、 B、 C、 Dの産地でないとの証拠がないために、A産地だと言い切れない。 B産地と一致

しなかった場合、結果は考古学の資料として非常に有用である。それは石器に関してはB産地と交流

がなかったと言い切れる。ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地(A、 B、

C、 D･ ･ ･ ･ )の原石群と比較して、 A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明

すれば、石器がA産地の原石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類

基準が混乱し不可能であると思われる。 また、 自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できる

かは、それぞれが使用している産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分から

ない。産地分析の結果の信頼性は何ケ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比

較した産地が少なければ、信頼性の低い結果と言える。黒|曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原

産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含有される微量成分組成には異同があると考えら

れるため、微量成分を中心に元素分析を行い、 これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする

元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各

原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合（マハラノ

ビスの距離）を求める。次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石

産出地と異なる地点の可能性は十分に考えられる。従って、分析した有限佃の原石から産地全体の無

限に近い個数の平均値と分散を推測して判定を行うホテリングのT2乗検定を行う。この検定を全て
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3 野田生4遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析

表V-4各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差
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V 自然科学的手法による分析結果
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3 野田生4遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析
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V 自然科学的手法による分析結果

の産地について行い、ある石器原材と同じ成分組成の原石はA産地では10個中に1個みられ、 B産地

では1万個中に1個、 C産地では100万個中に1個、 D産地では． ・ ・ ･ 1個と各産地毎にもとめら

れるような、客観的な検定結果からA産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解

析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。今|口l分析を行なった試料は、

八雲町に位置する野田生4遺跡出土の黒曜石製石器、剥片5個で産地分析の結果が得られたので報告

する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析

装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、Ca，Ti、Mn、 Fe、 Rb、 Sr、Y、 Zr、Nb

の各元素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それで

もって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、Ti/K、Mn/Zr、Fe/Zr、Rb/Zr、 Sr/Zr，Y/Zr、

Nb/Zrの比量をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆

箱根、伊豆七島の神津島、山陰九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図

V－lに示す。黒曜石原産地のほとんどすべてがつくされている。元素組成によってこれら原石を分

類し表V－4に示す。この原石群に原石産地は不明の遺物で作った遺物群を加えると202個の原石群

になる。ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、白滝地域の原産地は、

北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約2klnの幌加沢地点、

また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無

く赤石山群（旧白滝第1群）にまとまる。また、あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区

別できない原石が採取でき、あじさい群を作った（旧白滝第2群)、 また、八号沢の黒曜石原石と白

土沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。 ｜|兇加沢よりの転礫の中

で70%はll滉加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの30%は赤石山群に一

致する。置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取された原石の元素組成は所山置

戸群にまとまる。 り、 また'司町の秋田林道で採取される原石は置戸山群にまとまる。留辺蘂町のケシ

ョマップ川一帯で採取される原石はケショマッフ．第1および第2群に分類される。この原産地は、常

呂川に通じる流域にあり、 この常呂川流域で黒曜石の円礫が採取されるが現在まだ調査していない。

また置戸町では秋田林道でも原石が採取でき、 この原石は置戸山群にまとまる。留辺蘂町のケシヨマ

ップ川一帯で採取される原石はケシヨマップ第1および第2群に分類された。十勝三股産原石は、北

海道河東郡上士I幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、 この原石の元素

組成は十勝三股群にまとまる。この十勝三股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能

性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似してい

る。 また、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相

互に近似している。これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、

この遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、 これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケ

オルベ川の複数の地点を考えなければならない。 しかし、 この複数の産地をまとめて、十勝地域とし

ても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿追

町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から2個の美蔓原石群が作られた。この原石は産地近

傍の遺跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒

曜石の円礫が採集される。これらを組成で分類すると88％は名寄第一群に、 また12%は名寄第二群に
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それぞれなる。旭川市の近文台、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、

20%が近文台第一群、 69%が近文台第二群、 11%が近文台第三群それぞれ分類された。また、滝川市

江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類すると約79％が滝川群にまとまり、 21%が近

文台第二、三群に組成が一致する。滝川群に一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採

取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘|凌中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が

採取される。産出状況とか礫状は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、

第二群も滝川第二群に一致しさらに近文台第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井

川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。 ここの原石には、少球果の列が何層にも

重なり石器の原材として良質とはいえない原石で赤井川第一群を、 また、球果の非常に少ない握り拳

半分大の良質な原石などで赤井川第二群を作った。これら第一、二群の元素組成は非常に似ていて、

遺物を分析したときしばしば､赤井川両群に|司定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し､組成によっ

て豊泉第一、二群の2群に区別され、豊泉第二群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産

原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播している。 また、青森県教育庁の斉藤岳氏提

供の奥尻島幌内川産黒曜石の原石群が確立されている。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の

海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、 この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山

の西側を流れ鰺ケ沢地区に流入する中村川の上流で1点採取され、 また、青森市の鶴ケ坂および西津

軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の六角沢およびこ

の沢筋に位置する露頭より採取された原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群をそれぞ

れ作った。深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群で

ある。戸門第一群、成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の

第一、二群と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非

常に少なく、希に石雛が作れる大きさがみられる程度であるが、麿森群は膳森山麓の成田地区産出の

黒曜石で中には5cm大のものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原

石群を作った。産地分析は、 日本、近隣国を含めた産地の合計202個の原石群と比較し、必要条件と

十分条件を求めて遺物の原石産地を同定する。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ

とんど見られない。Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、 また除かずに産

地分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定

することができないので、得られた確率の数値にはや、不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を

誤るようなことはない。

今回分析した野田生4遺跡出土の黒曜石製石器、剥片の分析結果を表V－5に示した。石器の分析

結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単に

するためRb/Zrの一変量だけを考えると、表V 5の試料番号79758番の遺物ではRb/Zrの値は0.917

で、赤井川第一群の［平均値］ ± ［標準偏差値］は、 0.969±0.060である。遺物と原石群の差を標準

偏差値(o) を基準にして考えると遺物は原石群から0.9o離れている。 ところで赤井川第一群の原産

地から100ケの原石を採ってきて分析すると、平均値から±0.96のずれより大きいものが36個ある。
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すなわち、 この遺物が、赤井川第一群の原石から作られていたと仮定しても、 0.9o以上離れる確率

は36％であると言える。だから赤井川第一群の平均値から0.9oしか離れていないときには、 この遺

物が赤井川第一群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。 ところがこの遺物を赤石

山群に比較すると、赤石山群の平均値からの隔たりは、約7Oである。これを確率の言葉で表現する

と、赤石山群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から7o以上離れている確率は1000万分の1

であると言える。このように、 1000万個に1個しかないような原石をたまたま採取して、 この遺物が

作られたとは考えられないから、 この遺物は、赤石山群の原石から作られたものではないと|断定でき

る。これらのことを簡単にまとめて言うと、 「この遺物は赤井川第一群に36％の確率で帰属され、信

頼限界の0.1％を満たしていることから赤井川産原石が使用されいると同定され、 さらに赤石山群に

10万分の1%の低い確率で帰属され、信頼限界の0.1%に満たないことから赤石山産原石でないと同

定される｣。遺物が一ヶ所の産地（赤井川産地） と一致したからと言って、例え赤井川第一群と赤石

山群の原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、 さらに分析誤差が大き

くなる不定形（非破壊分析）であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中で

の分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（赤井川産地）に一致

し必要条件を満足したと言っても、一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を

表V 4の202個すべての原石群について行い十分条件を求め、低い確率で帰属された原石群の原石

は使用していないとして消していくことにより、はじめて赤井川産地の石材のみが使用されていると

判定される。実際はRb/Zrといった唯1ヶの変量だけでなく、前述した8ケの変量で取り扱うので

変量間の相関を考盧しなければならならい。例えばA原産地のA群で、 Ca元素とRb元素との間に

相関があり、 Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、 A群の石材で作られ

た遺物であれば、A群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Rb量も一致するはずである。 した

がって、 もしRb量だけが少しずれている場合には、 この試料はA群に属していないと言わなければ

ならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマ

ハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのT2乗検定である。これによって、それぞれの群に帰

属する確率を求めて産地を同定する4， 5）｡産地の同定結果は1個の遺物に対して､黒曜石製では202

個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で

帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性

が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、赤井川産原石と判定

された遺物について、 カムチャッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および北

海道白滝地域産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を

表V－6に記入した。原石群を作った原石試料は直径3cm以上であるが、今回の分析では問題になら

なかったが、多数の遺物試料を処理するときに、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない

事情があり、短時間で測定を打ち切る。このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含

まれ、 ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。 したがって、小さな遺物の産

地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている0.1%に達しない確率を示す場合が比較的多く

みられる。この場合には、原石産地（確率）の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2乗の値

を記した。この遺物については、記入されたD2乗の値が原石群の中で最も小さなD2乗値で、 この

値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そ

この原石産地と考えてほぼ間違いないと判断する場合もある。今回分析した野田生4遺跡の結果の中

で、赤井川産原石を使用した遺物の判定は複雑である。これは青森市戸門、膳森山地区、浪岡町大釈
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表V-5 野田生4遺跡出土黒曜石製遺物の元素比分析結果
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表V－6 野田生4遺跡出土黒曜石製遺物の原産地推定結果

試料遺物I調査区
l

番号番号|遺構名

分析

番号
判定 器種原 石 産 地 （確率）

所山(55%）

層位

剥片所山1-4 1 153 1179757

石嫉赤井川赤井川第1群(63%)､赤井川第2群(56%）2-1 I N69 Ⅲ79758

石鍼赤井川赤井川第2群(12%) .赤井川第1群(4%)Ⅲ3I I K657Q7RQ
~fUIUtノ

赤井川 ピエス･ｴｽｷｰﾕ赤井川第1群(26%),赤井川第2群(25%）

赤井川第1群(41%) !赤井川第2群(8%) ,大釈迦(4%)

1 53 ! P4 1擴口上部盛土79760

石鐡赤井川5-102 I H-l i 床面直」79761

注意：近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が暖昧にも関わらず結果のみを報告される場合があます。

本報告では日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の異なる研究方法（土器様式
の基準も研究方法で異なるように） にも関わらず、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、 全く関係（相互チェックなし）

ありません◎本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料とする場合には常に同じ基準で

判定されている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。
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V 自然科学的手法による分析結果

迦より産出する黒曜石で作られた戸門第一、薦森山、大釈迦の各群の組成が赤井川第一、二群、十勝

三股群に比較的似ているために、遺物の産地を同定したときに、戸門原産地と赤井川または十勝産地

の複数の原産地にI可時に同定される場合がしばしば見られる｡戸門産地の原石が使用されたか否かは、

一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第一群と第二群に同定される頻度を求め、 これを戸門産地における

第一群（50％） と第二群（50％）の産出頻度と比較し戸門産地の原石である可能性を推定する。今回

分析した遺物のなかに全く戸門第二群に帰属される遺物が見られないことから戸門産地からの原石は

使用されなかったと推測できる。 また浪岡町大釈迦産原石は非常に小さく分析した遺物よりも小さい

原石で本遺跡で使用された可能性は低いと推測された。膳森山産地の原石、赤井川産原石と十勝産原

石を使用した遺物の産地分析では、 これら産地に|司定された遺物の帰属確率の差が10分の1～100分

の1がほとんどで、遺物の中には、赤井川、十勝、膳森山の各群の帰属確率の差がほとんどない遺物

が存在した場合には、原石産地の特定に苦盧するが、 この場合は、客観的な産地分析法により赤井川

産、十勝産、麿森山産と限定したうえで、肉眼観察により遺物と似た原石が赤井川産地、十勝産地、

薦森山産地のいずれに多かを考慮して原石産地を判定することもある。今回の分析した野田生1遺跡

出土の黒曜石製石器、剥片の13個の遺物の原材には赤井川産が4個、所山産が1個それぞれ使用され

ていた。これら産地の原石の伝播に伴って、産地地域の生活、文化情報が伝達されていたと推測して

も産地分析の結果と矛盾しない。
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Ⅵ調査の成果と課題

Ⅵ調査の成果と課題

1 遺構について

(1) 住居について

野田生4遺跡は、標高20～40mの海岸段丘上に立地し、遺跡の西端と中央には2本の無名の沢が流

れ、調査区の北側で合流し内浦湾に注ぐ。遺構は沢の開析によってできた断崖の縁辺から南側の緩や

かな傾斜地にかけて構築されていたようである。確認された遺構は住居跡2軒、土坑13基焼土1基

で、その多くがC地区の70～76ラインの間にまとまって分布していた。遺構の構築時期が判断できた

ものは、全て縄文時代中期中葉、サイベ沢Ⅶ式～見晴111]式に属する。他の時期不明遺構の多くも、立

地関係から同時期の所産であることが考えられる。

住居は長楕円形(H-1) と卵形(H-2) を呈し、両者とも6mを超える比較的大型のものであ

る。H-1は6ないし8本の主柱穴を有するとみられ、支柱穴と考えられる浅い小ピットが、床面の

住居長軸上と壁面に確認された。炉は地床炉で、住居の中央付近にみられた。 また、壁は構築面付近

で緩やかに傾斜する特徴があった。H－lは調査区の北側まで広がるため完掘していないが、 8～10

mほどの規模であることが予想される｡H-1と同様の規模で、床面の柱穴構造が類似するものは、

南茅部町臼尻B遺跡（南茅部町教育委員会1979）や八雲町山l11奇4遺跡（北埋調報162)のサイベ沢Ⅶ

式期住居などにみられ、典型的住居形態と捉えられる。 しかし、壁面形状や壁面ピットが存在しない

点、 H－lとは異なり、 こうした構造に関しては住居廃絶後の改築の可能性がある。H－2は上述の

ように卵形で確認され、 4基の主柱穴を住居の四隅に設置し、その内側には長軸に並行する4基1組

の支柱穴列を2組配列したとみられる。柱穴は全て深さ10～20cm前後の浅いものであった。床面は低

いベンチ構造を有し、地床炉が住居長軸上に3基構築されていた。また、 P-12が住居の付属施設と

考えられ、その配置から先端ピットを有した可能性が指摘される。柱穴、炉は基本的にシンメトリー

な配置が看取できる。卵形で先端ピットを有す住居は、南茅部町臼尻B遺跡（南茅部町教育委員会

1979･1985 ･ 1986)、大船C遺跡(I司1996)でみられるように、 ノダップⅡ式、大安在B式期など中

期後葉に属するもので、中央ピットの存在や埋甕炉・大型の石組み炉が主体になるなど、時期的、構

造的差異がある。権現台場遺跡（函館市教育委員会1990)後駒B遺跡（南茅部I11J教育委員会1985)、

臼尻B遺跡、山崎4遺跡などにみられるサイベ沢Ⅶ．見晴町式期の住居には、長楕円形状で6m前後

のものが散見され、浅いベンチ状構造、地床炉などH－2と共通項が多い。H－2は住居構造的には

やはりサイベ沢Ⅶ式期の住居に属し、本来的には長楕円形を呈した可能性もある。H－1 ． 2は短期

間で埋め戻され、覆土中からの土坑構築や焚き火をしている。円筒土器文化から中期中葉では廃絶後

の住居の凹みを利用して有機物や土器などが多量に廃棄（送り） されることが知られている。 また臼

尻B遺跡のサイベ沢Ⅶ式期の住居には廃屋墓(HP-10 Pit-1)などもみられるが、 これは上屋構

造が存在した時点での利用である。野田生4遺跡の住居にみられた住居廃棄後の利用行為には、墓曠

の副葬品で出土する一括個体土器や礫・石Ⅱなどが土坑(HP-5)に伴う点注目され、墓、送りな

どの行為が推測される。今後同様の出土例に対する墓曠の認定には、 リン・脂肪酸分析やフローテー

ション作業などによる微細自然遺物の抽出などの分析が必要であり、個人的にも活用を心がけたい。

(2) 士坑について

士坑には竪穴状遺構が2基、墓と考えられるものが2基含まれる。

竪穴状遺構はP-2 ･ 3で、規模は3～4m、サイベ沢Ⅶ式・見晴町式期に多くみられる小形円形

住居に類似し、時期、性格ともに、 これに類すると考えられる。 P－2は床面中央部に楕円形ピット
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Ⅵ調査の成果と課題

を有し、 ピット覆土には有機物の腐植層が含まれる。住居覆土との切り合い関係から、住居使用時に

構築された付属施設とみられる。こうした構造をもつ住居は新道4遺跡DH-12(円筒土器下層C式）

などがみられるが、時期も異なり性格は不明である。 P－3はやや小形の竪穴状遺構だが、八雲町山

崎4遺跡H-19や上ノ国町大岱沢遺跡P-1 ･ 4 (見晴町式期）に類例がみられる。山l11奇4遺跡H－

19では住居の外周に支柱穴が回り、本遺跡のP－3にも同様な構造が存在した可能性がある。大岱沢

遺跡P－4では、 ピット廃絶後の窪みを利用した作業施設が確認され、 H－1、 H－2の状況と類似

している。 P-2 ･ 3とも小ピットを伴うことから、一本柱の主柱構造が考えられる。

墓曠と考えられるのはP-4 ･ 6である。楕円・不整円形で、規模は約2.5mである。断面形状は

坑底から垂直に立ち上がり、坑口付近で広がる。 P－6の覆土はローム主体土で坑底が厚く覆われた

後、暗褐色土と黄褐色土の薄い互層が堆積し、覆土中位には器形復元可能な土器が5個体ほど埋設さ

れていた。覆土は人為的堆積によるものと判断した。 P－6に類似した形態で曠底からロームが厚く

堆積するものは大船C遺跡P-62に類例がある。P-62は住居廃絶後の窪みを利用した廃屋墓である。

10歳前後の男子の歯が土曠中位の副葬土器と伴出し､土器はほぼ完形のものが6個体と多出している。

遺体の上部は暗褐色から黒褐色士で覆われるが、その上部にも窪みを利用して形成された廃棄層が薄

い互層で存在する。 P－6上部覆土の互層もこうした窪み利用の廃棄行為が考えられよう。 P-62は

榎林式期の新段階に属し、 P 6とは時期差があるが、円筒土器文化から廃屋の窪地利用は一般化し

ていることからも妥当性はあるだろう。 また、覆土下位のローム主体土の厚い堆積については、函館

市権現台遺跡の中期前葉～中葉の土曠（Ⅱ－10･25･ 30号）に類例がある。 P－4の堆積状況は坑底

から黄褐色、暗褐色の土層が堆積し、その上位に黒色腐植土層と、褐色土に包含された一括個体土器

が出土している。上述のように大船C遺跡P-62では、覆土中位に一括個体土器と遺体層が確認され、

P－4もこれに類する葬法がおこなわれた可能性がある。また、 P－4は、完形に近い土器が3個体

出土し、なかでも無文土器（図Ⅲ-17-76）が注目される。内外面に煤などの付着物はなく使用痕跡

は薄い。同時期の無文の深鉢は、野田生2遺跡に出土例がみられるだけで、 これも墓曠からの出土で

ある （北埋調報167)。出土状況や希少性から考えても一般的用途とは区別された可能性がある。無文

土器については今後とも類例を探し、献供品としての性格を検討していきたい。

(3) 遺構の新旧関係と出土土器について

野田生4遺跡では、掘上げ士等の残存が皆無で、層位的な遺構の新旧関係を把握することは困難で

あった。 しかし、土器の個体分類・接合作業の結果、遺構間をまたぐ接合例が幾つか確認できた。遺

構間は近接する場合と、 10mほどの距離を隔てるものがあり、人為的な要素により各遺構に分布した

可能性もある。遺物自体がどのような経緯で各遺構内に残されたかを出土層位から考察し、 これを材

料として各遺構の新旧関係の検討をおこなった。ただし、包含層の削平により、遺物の由来が遺構周

辺に散布していたものであるかの確認ができなっかた点、本考察には限界性がある。

図Ⅵ－1は遺構間個体分類・接合状況を示したものである。遺構間で関係がみられるのはH-1 ･

H-2 ･P-3 ･P-4 ･P-6 ･P-7で、 H－2 ．P－4 ．P－6， P 6 ･P-7の関係が比

較的密接であると看取される。H－2は床面出土遺物がP－4覆土（中部2 ． 3層） 、 P－6覆土（2

層） ・黒色土と接合している。 P-4 ･ 6とも出土層位は、短期間で埋め戻されたと考えられる覆土

で、士坑構築時に遺構内に遺棄されたとみられる。 P－4とP－6はH 2の形成以前、 もしくは使

用期間内に構築された可能性がある。 P－4とP－6の関係は、 P－6の覆土（2層） とP－4坑口

上部層（Ⅲ層相当）が接合することから、 P－6構築時にP－4は自然堆積が始まっていたと捉えら

れる。 P－6とP－7の関係はP－6の床・覆士（中位2層） とP－7の覆土(1層）が|司一個体視
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1 遺構について
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Ⅵ調査の成果と課題

されることから、 P－6覆土の堆積以前、 P－7の堆積がある程度進行した後に、両遺構に遺物が遺

棄されたと捉えた。両者の時期は近接したものとみられる。H－lはP-3 ･ 4と接合関係を持つ。

三者の関係は、 H-1 ･P-4Ⅲ層相当層とP－3覆土(2層）が接合し、 P－2の2層が床から薄

い腐植土層を挟んでおこなわれた埋め戻しの堆積と考えられることから、 P－3廃絶後間もない埋め

戻し時期にはH-1 ･P-4はすでに覆土が堆積し、上部の自然堆積が始まっていたと捉えられる。

以上考察結果をまとめたものが図Ⅵ－2である。尚、 H－1①は床面から覆土硬化面以前、 H－1②

は覆土中に形成された硬化面の生活痕跡を示している。各遺構の新旧関係は矢印によって表現した。

複数の遺構が連続的に矢印で結ばれる場合、その遺構間は新旧関係を持つが、直接矢印で結び付けら

れないものは並行関係となる。また、各遺構の枠内には床面出土の主な土器を図示した(P-2を除

く） 。H－1①出土の土器は羽状縄文と斜縄文が並存するが、地文のみの施文が主体である。H－l

②以降も施文の特徴は変わらないが、やや斜縄文が多く、突起は山形となる。両者とも見晴町式期と

みられる。 P－6の土器は口縁部を欠損するので特徴が不明瞭である。地文は羽状と斜縄文がある。

P－6より新しく位置付けられたH－2の土器は台形のやや大型の突起や胴部上半の沈線文、ボタン

状貼付文、 ドーナツ形貼り付け文、口唇の刻みなどサイベ沢Ⅶ式と捉えられ、 H－lはH－2に比べ

新しいと考えられる。 P－2の土器は覆土出土であり、直接的に遺構の新旧関係を問うことはできな

いが、土器自体は胴部の膨らみが強く、突起が3単位となることから、見晴町式の末期に位置付けら

れる可能性がある。 P－2は80ライン以西に単独で存在するため、 76ライン以東にまとまる遺構群と

の関係は薄いと考えられる。H－l①．②、 H－2、 P－2、 P－6から抽出した試料の、放射性炭

素年代は、 4470y.B.P±40～4530y.B.P±40の間にまとまって測定された。これらの遺構が縄文

時代中期中葉に属し、ほぼ同時期に並存．建て替えされたことが考えられる。今後、放射性炭素年代

測定の結果や土器型式を細く観察することにより、野田生1 ･ 2遺跡、山越3 ． 4遺跡の中期遺構と

どのように関係するかを検討していく必要があるだろう。

2 スクレイパーの形態と機能について

スクレイパーの観察時、刃部の周縁や裏面に光沢を有す資料が多くみられた。その数量と比率は、

スクレイパーに類すると観察された両面調整石器を含めれば55点中37点、 67％を占める （以下、観察

対象として両面調整石器の一部を加えることとする)。野田生4遺跡と同時期、縄文時代中期中葉の

遺構・遺物が多数出土した八雲町山崎4遺跡同山越2遺跡でも、多数のスクレイパーの刃部縁辺に

光沢が観察され、報告者は使用痕の可能性を指摘している。

本節では、 こうした表面痕跡の実態を捉えるため、第1にスクレイパーの形態の観察、第2に光沢

の分布状態の観察、第3に金属顕微鏡による観察をおこない、形態と機能に関しての若干の考察をお

こないたい。尚、包含層出土資料の時期は不確定だが、分布状況から中期中葉主体と捉え扱うことと

する。光沢の観察される資料については図Ⅵ－4 ． 5に抽出し、光沢部位をスクリーントーンで表現

した。光沢が明るいものとやや鈍いものではトーンの種類を変えている。

(1) Aスクレイパー技術形態学的観察

本遺跡では、 スクレイパーを形式設定して扱ったが、 Rフレイクとの区分が暖味であること、素材

形態・刃部加工が多様であることなど、 スクレイパーは技術形態学的定義の不確定な石器である。ス

クレイパーの実態を明らかにするために、①平面形態、②素材、③刃部（加工の部位・形態・状況）

に関して分類し、観察をおこなう。

①石器平面形態
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2 スクレイパーの形態と機能について

スクレパーの形態にはどのような傾向がみられるのであろうか。野田生4遺跡の石器は搬入品で構

成されると捉えられ、定形的石器(管理的石器)が多数含まれる可能性が高い。 よって目的的形状（定

形） を分析するには適した資料であろう。平面形態を概観し、 1．短冊形、 2．三角形・溌形を呈す

もの、 3．逆三角形、 4． 円形・楕円形の4つに分類した（図Ⅵ－6 1) 。平面形態は、素材長軸

を石器長軸とし、素材打点方向を石器の上部とした。数量分布観察の結果は表Ⅵ－1，図Ⅵ－7のと

おりである。

半数が短冊形を呈し、 これに類する模形（短冊形の末端が尖るもの） を足せば6割以上が一定の形

態でまとまる。模形のように先端が尖るものは、 3．逆三角形と擢形の一部（図Ⅲ－7－32）を含め、

53点中9点､17％がみられる｡スクレイパーは短冊形及び末端尖頭形資料が多数であると認められる。

この他で多いのは2．三角形・溌形を呈すもの、 4． 円形・楕円形を呈すものが1割強みられ、前者

は横長剥片を主に素材としている。次にスクレイパーの長|隔比を図Ⅵ－8に示した。広い範囲に散布

するが、長幅比2前後、長さ5～8cm、幅3～6cnlにまとまりがみえる。

以上まとめれば、短冊形が多数を占め3割程度の別形態が並存する。大きさは長さ5～8， 1幅3～

6cmに多くみられる。 また、別形態に特徴的なものがあるため付記する。片側縁背面側に縁辺調整が

施され、逆側縁は両面調整により断面〈の字状へ加工される。片面加工部裏面には顕著に光沢が観察

されること、両面調整部はやや粗い加工で、縁辺部の細かな調整等は行われないことから、前者は刃

部、後者は着柄等を目的とした整形部と考えられる。両面調整石器としたものの一部がこれに含まれ

る （図Ⅳ－7－125～127)。

②素 材

上記のように短冊形が多数を占める原因は何か。素材剥片の種類と、腹面に対する背面の剥離面構

成(I又IⅥ－6-7)に関して数量分布の観察をおこない表Ⅵ－2， IX1Ⅵ－9 ･ 10に示した。

短冊形中の縦長剥片素材は23点中18点、 78%を占め、背面の剥離面は18点中14点が腹面と|司方向で

構成されている。短冊形以外も含めれば、縦長剥片素材は50点中24点、 48％が認められる。縦長剥片

素材資料の背面の剥離面は24点中18点、 75％が腹面と同方向で構成されている。素材は一定方向から

連続的に剥離された縦長剥片が比較的多く用いられ(50点中18点、 36%)、 これは主に短冊形に結び

つくことが看取される。短冊形は素材段階から計画的に生産された可能性があるだろう。ただし、全

体としては、剥片素材、多方向からの剥離を示す資料も多数存在する。

次に、最大1幅位置と最大厚位置の観察状況を表Ⅵ－3，図Ⅵ－11 ･ 12に示した。器体の位置は図Ⅵ

－6－2のように区分した。最大厚位地は打而部から中央部にかけて多くみられ、打面、打瘤が発達

するものが多いことを示す。最大'幅位置は加工により素材形状が失われているため不明だが、 スクレ

イパーとしては中央部に半数以上がみられる。厚位置とII'M位置の関係では、打面から中央付近にかけ

て厚さと|幅を有することが理解できる。

③刃 部

ここで述べる刃部とは側縁加工部を指す。スクレイパーの加工はほぼ刃部に限定され、機能部の作

出に終始していると考えられる。ここではl)刃部加工部位、 2)刃部平面・側面形態、 3)加工状

況・刃部角について分類し、観察する。

1）刃部加工部位

加工部位をの0．背面片側・両側縁全縁、 l.背面直線部分、 2.背面外湾部分、 3.腹面片側縁

全縁の4つに分類し、数量分布の観察をおこなった。結果は表Ⅵ－4、図Ⅵ-13に示した。 l～3は

背面、 4は腹面加工で、 2 ． 3は部分加工を表す。
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Ⅵ調査の成果と課題
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2 スクレイパーの形態と機能について
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Ⅵ調査の成果と課題

1類の片側縁・両側縁の全縁を加工するものが75％と多数を占める。これは刃部としての刃渡りを

広く確保したこと、加工により側縁が凹凸しないよう整形したことが考えられる。前述の短冊形への

規制は素材だけでなく二次加工によってもおこなわれた可能性がある。部分加工のものは2割以上あ

り、背面の外湾部、直線部にみられる。

2） 刃部平面・側面形態

加工された刃部はどのような形態を呈するか。平面形態と側面形態を図Ⅵ－6－4 ． 6のように分

類し、表Ⅵ－5，図Ⅵ－14に数量の分布を示した。

平面形態は6割以上が直線的か、若干外湾するもので、外湾するものは3割近くがみられる。内湾

するものは少なく 1割に満たない。スクレイパーとは刃部再生が繰り返される道具と認識できること

から、上記で確認した平面形態がそのまま製作時の目的形態を呈しているとは限らない。上述のよう

に光沢等の使用痕跡が多数あるならば、形態の変化もこれに比例することが推測される。むしろ、外

湾形から直線形が機能を充足させた形態で、内湾形は機能しなくなった形態と連続的に捉える方が良

いだろう。

側面形態はほぼ素材形状に規制される。若干背面へ湾曲する程度も含めれば、 8割近くが直線に近

いものを選択している。腹面側に湾曲するものは著しくねじれるもので、 1割に満たない。平面形で

は多様性の認められた素材形状も機能部に関わる側縁では強い画一性が認められる。

まとめれば、刃部平面形は外湾から直線的、側面形は直線的なものが多数を占めると捉えられる。

3）加工状況・刃部角

刃部の角度は一定に保たれているのか。 また、 どのような加工によって刃部を作出し、刃角を操作

するのか。刃部角と加工状態（頻度）の関係を表Ⅵ－6，図Ⅵ-15に示した。尚、刃部角は調整面と

裏面とのなす角度を指し、 5。毎の切れ目を入れた厚紙を用いて計測した。加工状況の分類内容は図

Ⅵ－6－5に示した。 「1 ．軽微な加工」は1mm前後を主体に散発的な調整が施されるもの、 「2．

側縁加工」はl～3mm前後の剥離調整が縁辺に連続的にみられるもの、 「3．器体を広く覆う加工」

は、連続する平坦剥離により器体の中央付近まで剥離面が及ぶものを意味する。

観察結果は、側縁加工が6割、軽微なものが3割を占め、側縁にとどまる加工が大半を占める。刃

部角は50～60･の間に半数以上が分布し、 35～60。の間では8割がまとまる。加工状況との相関関係

は2．側縁加工で刃角50～60°のものが41%と多数で、 「1 .軽微な加工」を含めた刃部角35～60｡

では8割近くに及ぶ。

まとめれば、加工状況と刃部角には画一性が認められ、側縁部の簡単な調整により、やや鋭角の刃

部を作出している。

(1)-B形態観察のまとめ

上述の観察結果は、以下のように要約できる。①一定方向から連続的に剥離された縦長剥片を主に

素材とする。②平面形態は短冊形を呈するものが多い。③刃部平面は外湾から直線的、刃部側面は直

線的なものが多い。④刃部角は主に35～60.で作出される。これは、道南地域の中期中葉の遺跡出士

のスクレイパーにも共通する可能性がある。 また、素材となる縦長剥片は、山崎4遺跡FC-7で出

土した接合資料（北埋調報162)にみられるような、縦長剥片の連続剥離技術によって生産された可

能性がある。縄文時代における多様な剥片剥離技術の中に、 こうした一定形状の剥片を効率的に生産

する技術が存在し、石器の定形化に連動したことが考えられる。

(2)-A光沢の観察

前項では出土したスクレイパーの技術形態学的特徴を捉えた。本項では光沢と形態との関係を観察
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2 スクレイパーの形態と機能について

表Ⅵ－2石器平面形態と素材背面の剥離面構成の関係÷守一 ｣ 一二■ ' －｡ 汀ご＝TTダ裳陣汀虹と再一

表Ⅵ－1 スクレイパー平面形態の観察
素材背面の剥離面構成
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表Ⅵ－4刃部加工部位の観察表Ⅵ－3最大幅位置と最大厚位置の関係
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表Ⅵ－6刃部角と刃部加工状況の関係表Ⅵ－5刃部平面形態と側面形態の関係
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表Ⅵ－9スクレイパー平面形態と光沢部位の関係表Ⅵ－7光沢部位の観察
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表VI-10光沢部位と刃部角の関係表VI-8刃部長に対する光沢長の割合
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Ⅵ調査の成果と課題

する。 まず光沢の状況を把握するため、①光沢の部位、②光沢の範囲について観察をおこない、③光

沢と石器形態との関連を分析することとする。

①光沢の部位

部位1は器体のどの位置に発生するのかを観察するため、 1 ．刃部裏面側、 2．刃部・刃部裏面

側、 3．刃部、 4． 刃部周辺以外に分類した。部位2はどのような刃縁形状の箇所にみられるかを観

察するため、 1 ．直線部、 2．外湾部、 3． 内湾部、 4． それ以外に分類した。観察結果は表Ⅵ－

7、図Ⅵ－16のとおりである。

全体の共通点は、光沢は刃部縁辺に沿って観察されることがあげられる。部位1では、光沢は主に

刃部の裏面に観察され、 97％に及ぶ。裏面のみ（片面）にみられるものが8割以上で、両面にみられ

るものは2割弱と、刃部裏面側に顕著に発達している。 また、光沢には鈍いものと明瞭なものとが存

在し、後者の部位は裏面に限定される。部位2では、直線部に半数以上が、外湾部に3割程度が分布

し、主に外湾から直線部縁辺が被加工物に接したと考えられる。

②光沢の範囲

範囲は長さ（刃縁に沿ってみられる範囲）とIIIR(刃部縁から器体に広がる奥行き）の計測をおこなっ

た(IXIⅥ－6-3) 。結果は図Ⅵ－17に示した。長さは2cm未満から5cm以上に散布し、特にまとま

りは見出せない。幅は0.5cnl未満から2cm付近まで散布するが、 1cm前後にまとまりがみられる。

③光沢と石器形態との関連

上述した光沢長のばらつきは何に原因するものであろうか。刃部長に対する光沢長の割合（光沢長

÷刃部長） を表Ⅵ 8，図Ⅵ-18に示した。

刃部長の4～6割に光沢が発生するものが73％近くまとまり、ばらつきはあるものの、刃部長に比

例して光沢長は増減する傾向がある。器IIIINに対する光沢幅の割合には分布のまとまりがみられず、両

者の関連性は見出せなかった。つまり、光沢幅は器体の大きさに関係なく、刃縁からほぼ一定の|幅で

発生していると理解できる。

次に、光沢部位lと平面形態との関係を表Ⅵ－9，図Ⅵ－19に、光沢部位1と刃部角との関係を表’
Ⅵ－10，図Ⅵ-20に示した。光沢部位1と平面形態の関係では、各形態とも刃部の裏面側に光沢が顕

著で、刃部側に発生するものも複数形態に分布する。平面形態に関係なく、光沢は同様の発生傾向を

角度に関わらず、光沢は裏面側に顕著にみられる。傾向として、刃部角刃部角との関係でも、示す。

ると刃部側に光沢が発生する資料が増加することがあげられるが急角度にな

光沢観察のまと め(2)-B

以上、 スクレイパーの形態的特徴と、光沢との関係を観察した。要約すると、①光沢は石器の形態

に関係なく刃部側縁の主に裏面に発生する。②光沢の長さは刃部長に対し4～6割で発生し、刃部長

に比例して長短がみられる。③光沢のI隔は器体の大きさに関係なく、 1cm前後にまとまる。④刃部が

急角度であれば、刃部正面側に光沢が発生する傾向がある。本遺跡のスクレイパーにみられた光沢は

肉眼でも明瞭に観察できるもので、 こうした使用痕には穀物の刈り取りに使用された場合に発生する

｢コーングロス（穀物光沢） 」が知られ、剥片素材石器ではウクライナのトリポリエ文化期の石鎌（セ

ミヨーノフ, S. A田中琢磨訳1968)ほか多数が紹介されている。刈り取り具とすれば「Cut (切

る)｣、 「Saw(鋸引き)」作業に用いられたことが考えられる。梶原・阿子島(1981)の実験結果では

「Cut (切る)」の作業では必ず両ⅡTに使用痕が発生し、実|際の資料にみられる片面への偏りは刃部

再生により引き起こされたものと解釈した◎本遺跡でみられた光沢が両面に観察された点、 これに矛

かし、対象物の茎に刃部を下に向けて引き切るように用いれば、両面では被加工物と接盾しない。 し

血5
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図Ⅵ－19石器平面形態と光沢部位の関係 図Ⅵ－21 スクレイパーの使用法（推定）

する頻度に差が生じると予想され、肉眼レベルならば、裏面側に光沢が偏って発生することが考えら

れる。光沢幅がlcm前後で一定することは、被加工物に対し、刃が1cln前後入り込めば機能すること

を示し、ひとつの可能性として、被加工物が1cm前後の厚さであったことが考えられる。また、刃部

角が急角度の資料に刃部側に光沢が発生するものが多いのは、薄い刃に比べ厚く鈍い刃が被加工物に

接し易かったためと考えられる。スクレイパーの使用法としては刈り取り、伐採、切断などの切る作

業が、対象物はイネ科植物（すすき、葦などか）の茎が想定されようか。

(3)-A顕微鏡による観察

上記の使用に関する想定は妥当性のあるものであろうか。金属顕微鏡による使用痕の有無、発達状

態の観察をおこなった。今回は作業内容の把握を主な目的とした。時間的制約もあるため、実験はお

こなわず、阿小島(1989)の提示する実験結果を援用することとした。また、観察資料は光沢が顕著

〃7



2 スクレイパーの形態と機能について

な資料10点に限定した。観察は阿小島(1989)の説明する①微細剥離痕、②輝度（光沢の状態)、③

線状痕、④平滑度（摩滅の状態)、⑤拡大度（範囲)、⑥連接度（磨滅・光沢部位の結合状態)、⑦ピ

ットに関して主に留意した。使用した顕微鏡は、NIKONオプチフォトー150で、倍率は200倍とした。

金属顕微鏡からデジタルカメラFUJIXHC-300を用いてデジタル画像化し、 コンピューターに取り

込んだ。掲載した写真は、デジタルカラープリンター「三菱CP700DSA」を用いて印刷した。

今回観察した資料は図Ⅵ－29 ･ 30 ･ 31 ･ 56 ･ 121 ･ 123 ･ 124，図Ⅵ－5-124･ 126 ･ 127である。観

察は光沢のある刃部縁辺から器体の中央部にかけての範囲（表裏）に対しておこない、部位を変えて

順次撮影した。撮影部位は図Ⅵ－4． 5の実測図中に、 ●印と数字を付して示した。この●印の数字は

各写真図版の下の番号に対応し、例えば写真図版キャプションが図Ⅵ－4－29－5であれば、図Ⅵ

4掲載の29 (H-1)の腹面左側縁辺部「5」の顕微鏡写真となる。以下、個々の資料に対する観察

結果を記述し傾向をまとめる。

図Ⅵ－4－29．図版Ⅵ－1－1～8 (H－1 )

最も顕著に使用痕が確認できたのは、刃部裏面中央から上部にかけて、長さ2.5cm･ lllg0.8cmほどの

範囲である （撮影部位4 ． 5 ． 7 ． 8、図版Ⅵ－1－4 ． 5 ． 7 ． 8）。 ｜ﾘjるく、 きめ細かい平滑面

が一面を覆い、縁辺には微糸lli剥離痕が不連続だが多数みられる。裏面刃部内側は、中央部（撮影部位

8，図版Ⅵ－1－8）に比べ上部（撮影部位7，図版Ⅵ－1－7）の平滑度、輝度、連接度が高い。

この上部の使用痕の顕著な範囲は、肉眼観察できた顕著な光沢が器体の内側へ広がる範囲に符合して

いる。 また、裏面刃部の下部にもポリッシュの発達が観察できる。正面刃部は、縁辺（撮影部位1 ．

2，図版Ⅵ－1-1 ･ 2)でのポリッシユの発達は認められず、刃部の内側（撮影部位3、図版Ⅵ－

1－3）で、光沢が鈍くきめの粗いポリッシュがみられる。

図Ⅵ－4－30、図版Ⅵ-2-1～8 (H-1 )

最も顕著に使用痕が確認できたのは、裏面刃縁中央部、長さ1.2cm･li50.6cmほどの範囲で、 きめは

粗いが明るく、連接度も高い（撮影部位6 ． 8、図版Ⅵ－2－6 ． 8） 。裏面刃縁では上部側が下部

側に比べ、平滑度の高い傾向がある。正面刃部は、縁辺でのポリッシュの発達は認められず（撮影部

位1 ． 2 ． 3、図版Ⅵ－2－1 ･ 2 ･ 3) 、刃部の内側で、光沢が鈍くきめの粗いポリッシュがみら

れる （撮影部位4，図版Ⅵ－2 4） 。裏面刃縁中央部を除き、全体的に使用痕の発達は顕著ではな

い。

図Ⅵ－4－31 ．図版Ⅵ－3－1～5 (H-1)

最も顕著に使用痕が確認できたのは、裏面刃縁中央部、長さ1.5cm、 l1130.2cmほどのごく狭い範囲で

ある(撮影部位6 ． 8、図版Ⅵ－3－6 ． 8） 。範囲外では漸移的に輝度、平滑度、連接度が低下し、

裏面刃縁の上下ではきめが粗く、ポリッシュの発達はほとんど認められない（撮影部位3 ． 5、図版

Ⅵ－3－3 ． 5） 。正面刃部は、縁辺・刃部の内側ともにポリッシュの発達はみられない（撮影部位

1 ･ 2、図版Ⅵ－3-1 ･ 2) 。

図Ⅵ－4－56．図版Ⅵ－3－6～Ⅵ－4-5 (H-2)

最も顕著に使用痕が確認できたのは、裏面刃縁中央部、長さ3cnl、 IIIHO.6cmほどの比較的広い範囲

である （撮影部位5 ． 6 ． 8、図版Ⅵ－4－2 ． 3 ． 5） 。明るく、 きめ細かい平滑面が広く一面を

覆い、凹部のほとんどが磨滅する部分もみられる。また、刃縁に並走もしくはやや斜走する線状痕と、

不連続な微糸Ⅱ|剥離痕が観察される。斜走する線状痕の方向はほぼ一定している。彗星状ピットが表裏

に認められ（撮影部位3，図版Ⅵ－3－8） 、刃縁に並走する一方方向で共通している。範囲外では

漸移的に輝度、平滑度、連接度が低下し、裏面刃縁の上下ではポリッシュのはほとんど発達していな
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Ⅵ調査の成果と課題

い（撮影部位4 ． 7、図版Ⅵ 4-1 ･ 4) 。正面刃部は、縁辺でのポリッシュの発達はほとんど認

められないが（撮影部位1 ･ 2、図版Ⅵ－3-6 ･ 7) 、刃部の内側で、輝度、平滑度、連接度の高

い発達したポリッシュが広くみられる （撮影部位3、図版Ⅵ－3 8） 。また、刃縁にほぼ並走する

線状痕も観察される。

図Ⅵ－4－121 ．図版Ⅵ－4－6～Ⅵ－5-4 (P-6)

最も顕著に使用痕が確認できたのは、刃部裏面中央から上部にかけて、長さ2Cm･ IIIM0.3Cmほどの

範囲である （撮影部位4 ． 5、図版Ⅵ－5－1 ． 2） 。刃縁では明るく、 きめ細かい平滑面が広が

る。裏面刃部は中央部に比べ上部の方がきめ細かいようである。 また、裏面刃部の中央部から上部に

は刃縁に並走する線状痕が観察される。裏面刃部の下部は、 きめも粗くポリッシュの発達はほとんど

みられない（撮影部位6，図版Ⅵ－5－3） 。正面刃部は、縁辺でのポリッシュの発達は認められず

（撮影部位1 ･ 2、図版Ⅵ－4-6 ･ 7) 、刃部の内側で、光沢がやや強くきめの粗いポリッシユが

みられる （撮影部位3、図版Ⅵ－4－8） 。

図Ⅵ－4－123．図版Ⅵ－5－5～Ⅵ－6－2 (P-6)

器体全体を観察したが、明瞭な使用痕は確認できなかった。表裏を含めた部位による変化があまり

ない。若干の差異も刃縁中央部で部分的にパッチ状の光沢がわずかに連接する程度である。

図Ⅵ－4－124．図版Ⅵ－6－3～Ⅵ－7－2 (P-6)

最も顕著に使用痕が確認できたのは、刃部裏面中央から上部にかけて、長さ3cm･幅0.6cmほどの

範囲である （撮影部位5 ． 6 ． 8、図版Ⅵ－6－7 ． 8 ．Ⅵ－7－2） 。明るく、 きめ細かい平滑面

が一面を覆い、凹部まで磨滅している。線状痕は刃部に並走し、同方向の彗星状ピットも認められる

（撮影部位5，図版Ⅵ－6－7） 。刃縁の上下でも、光沢が強く、部分的にきめ細く滑らかなポリツ

シュの発達がみられるが（撮影部位4 ． 7、図版Ⅵ－6－6 ．Ⅵ－7-1) 、中央部に比べやや粗く

発達は弱い。正面刃部は、縁辺でのポリッシュの発達は認められず（撮影部位l、図版Ⅵ 6

3） 、刃部の内側で、光沢が強く、部分的に滑らかでやや連接の進んだポリッシュがみられる （撮影

部位2 ． 3、図版Ⅵ－6－4 ． 5） 。

図Ⅵ－5－124．図版Ⅵ－7－3～Ⅵ－8-1 (A地区包含層）

最も顕著に使用痕が観察されたのは、裏面刃縁の中央部、長さ3cm･幅0.6cmほどの範囲（撮影部

位4 ． 5 ． 7、図版Ⅵ 7 6 ． 7 ．Ⅵ－8-1)である。非常に明るく、 きめ細かい平滑面が一面

を覆い、線状痕と彗星状ピットが観察された。線状痕は刃縁と並走するものに斉一性がみられ、彗星

状ピットの方向もほぼ一定で観察された。 しかし、上述の範囲外では、漸移的に輝度・平滑度・連接

度が低下し、裏面刃縁の上下（撮影部位3 ． 6、図版Ⅵ－7－5 ． 8） 、内側ではポリッシユの発達

がみられない。正面側刃部縁辺は磨滅した様子はほとんどない（撮影部位l、図版Ⅵ－7－3） 。正

面刃部の周縁では若干パッチ状に発達した光沢がみられるが、平滑度・連接度は低く、 きめが粗い

（撮影部位2、図版Ⅵ－7－4） 。

図Ⅵ－5－126．図版Ⅵ－8－2～8 (C地区包含層）

最も顕著に使用痕が確認できたのは、裏面刃縁の中央部、長さ1.8cln ･ IIIH0.5cnlほどの範囲で、Ⅲ部

を残置するが、ポリッシュは広く連接している （撮影部位5 ． 7、図版Ⅵ－8－6 ． 8） 。光沢は明

るく、 きめはやや粗い。上述の範囲外では、漸移的に輝度・平滑度・連接度が低下し、裏面刃縁の上

下（撮影部位4 ． 6、図版Ⅵ－8－5 ． 7）では光沢も鈍く凹凸が激しい。正面側刃縁は平滑度が低

く、光沢も弱い（撮影部位1、図版Ⅵ－8－2） 。刃部の内側は比較的光沢の連接度が高く、明る

さ、 きめ細かさが刃縁より強い（撮影部位2，図版Ⅵ－8－3） 。また、刃縁に並走する細かな線状

"9



2 スクレイパーの形態と機能について

痕がみられる。

図Ⅵ－5－127．図版Ⅵ－9－1～7 (A地区包含層）

器体全体を観察したが、明瞭な使用痕は確認できなかった。表裏を含めた部位による変化がほとん

どない。若干の差異も刃縁から6mmほどの範囲で光沢が小パッチ状に連接する程度である。光沢は鈍

く外部とのコントラストは弱い。裏面刃縁下部（撮影部位6、図版Ⅵ－9－6） と正面側刃部のやや

内側（撮影部位3，図版Ⅵ－9 3）では刃縁に並走する線状痕が認められる。

(3)-B顕微鏡観察のまとめ

上記l()点についての観察結果は以下のようにまとめられる。

①ポリッシュが顕著に発達していた箇所は裏面刃縁中央部で、 この傾向は8点（図Ⅵ－4－29 ．

30 ･31 ･ 56 ･ 121 ･ 124、図Ⅵ－4-124･126)の資料に認められる。また、中央部から上部打面

側に平滑面が広がるものが3点（図Ⅵ－4-29･30･ 121)あり、ポリッシュは部分的に偏って

発生している。

②ポリッシュは、輝度が極めて強く、平滑できめが糸lllか〈、広く一面を覆うように発達するものが

5点（図Ⅵ－4-124･29･56，図Ⅵ－5-124･ 121)、明るく広く連接するがややきめが粗いも

のが3点（図Ⅵ－4－30． 31、図Ⅵ－5-126)ある。前者は阿小島が提示したポリッシュの区

分(1989)の内、 Aタイプに諸特徴が共通する。

③線状痕が認められた資料は10点中5で、全て刃縁と並走もしくは若干斜走するもので、方向には

斉一性が看取される。

④線状痕は直線的で、阿小島の記述する「埋められたような」線状痕に相当すると判断され、 これ

はAタイプポリッシュに特徴的に発生するものである。

⑤ポリッシュが顕著に発達する範囲は、長さが1～3cm、 1幅が0.2～0.8clnで、肉眼観察できた光沢

の範囲よりも狭い傾向がある。

⑥ポリッシュが最も顕著に発達する縁辺の平面形は、若干外湾している。

⑦正面刃部縁辺では明瞭なポリツシユを確認することはできなかった。 しかし、 7点（図Ⅵ－4－

29 ･30 ･ 56 ･ 121 ･ 124，図Ⅵ－5-124･126)に、刃部加工剥離面の周辺（剥離面の外側）でポ

リッシュを確認することができた。

⑧彗星状ピットが確認できたのは3点（図Ⅵ－4-56 ･ 124，図Ⅵ－5-124)で、方向は刃縁に並

走する一方方向で共通している。

⑨器体の中央部ではほとんどポリッシュを確認することができなかった。

(3)-C スクレイパーの機能の考察

前項でまとめられた内容から、スクレイパーの機能について以下のように考察した。

a 前項①。⑤．⑥からは、やや外湾する刃部の頂部（中央部）が主な機能部と理解できる。

b 前項②のAタイプポリッシュは、主にイネ科植物の刈り取りをおこなった場合に発生するもの

で、肉眼観察された光沢はコーングロスである可能性が高い。主な被加工物としてイネ科植物茎

の可能性があげられる。

c 前項③．④．⑧からは、主な作業が「Cut」であったと推定される。⑦からはポリッシュは両面

の刃部周辺に発達したことが理解され、 「Cut｣、 「Saw｣の機能が推定される。 「削る」よりも「切

る」作業が主体的であったと考えられる。

。 前項⑤・⑨は被加工物に接した範囲が刃部周辺に限定されることを示し、被加工物に対する刃の

侵入が1cm程度で機能した可能性が高いと考えられる。 I
I20



図版Ⅵ－1 スクレイパーの顕微鏡写真(1)
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図版Ⅵ－2 スクレイパーの顕微鏡写真(2)

蕊蕊離溌蕊蕊蕊 驚灘蕊驚

癖

群
埖
轆
鑪

鍵

識

§蕊

蕊＃

爵

1 ．図Ⅵ－4-30-1 2． 図Ⅵ-4-30-2

4．図Ⅵ－4－30－43．図Ⅵ－4－30－3
~ ~~ ~ ~~~

蕊
6．図Ⅵ-4-30-65．図Ⅵ－4－30－5

蕊譲擬

鱸;鱗議
蕊
癖
霧
蕊

曾
例
坤
嵌
蝿
斑
騨
銅
騨
堀
辮
浄
鱗
韓
坤
蒋
騨
溌

篭
難

蕊
騨 出…:鍵

0 200〆8．図Ⅵ－4－30－87．図Ⅵ－4－30－7

122



8ZI

鱸
８

■ 困皿 ウ
ｇ９ Ｅ

一
日

Z-99－ヤ-m国。と

1-99－ヤーmm.9

鱸繍瀧溌難
9-IE－レーmg.9

鍵
鋳

可

。

咄

蝉

に

毎

ｍ

ｌ

ヤーIE-レー、園．しE-IE-レーmm.E

Z-IE-ｹ－mm.Zl-IE-ウ-mEl.l
譜弾~~~

~~~

蝉癖
~~~

：
蕊

癖
鱸 『識

強
患

n譲搦鰯陣,錘

IE)草食蕊卿鼬の一)/J""14ZE-m酬圃



f〃

８ 圃皿 ｆ ｌ Ｚ Ｅ

↓

がZ-IZI－ウーmm｡L

灘~~
8－99－ｹ－m圃・9 L-IZI－ウー、圃・9

鋪□

L-99-r－m園．し

9－99－ｹ－mm.Z"-99-ヤ-mm.l

i胤識鼻爽縛j‘窪‘､LF萱'¥晶､器･舜噸『

(ｩ)草堂蕊聯艶①一》ル/14Xレー、酬圃



図版Ⅵ－5 スクレイパーの顕微鏡写真(5)
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図版Ⅵ－6 スクレイパーの顕微鏡写真(6)

2．図Ⅵ－4－123－61 ．図Ⅵ－4－123－5

鰯
3．図Ⅵ－4－124－1 4．図Ⅵ－4－124－2

《封”ｒ~李騨癖辮織癖鍛鱗癖蝿癖榊蕊”》農

~~ ~~

蕊溌蕊
輯

蕊蕊蕊

識藍

鑓

蝉
魚群F

ロピP

；
ｌ
ｆ
ｔ
馳
許
Ｉ
ｆ
…
ｊ
ｆ
ｆ
７
酔
酢
酢
弥
紙
酢
僻
聯
伸
駅
が
転
恥
弥
罷
恥
１
躯
、

~~

図|Ⅵ－4－124－45．図Ⅵ－4－124－3 6

8．図Ⅵ－4－124－6 0 20叩
勗テー

7．図Ⅵ－4－124－5

126



図版Ⅵ－7 スクレイパーの顕微鏡写真(7)
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8 スクレイパーの顕微鏡写真(8)図版Ⅵ
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図版Ⅵ－9 スクレイパーの顕微鏡写真(9)
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2 スクレイパーの形態と機能について

e 前項⑦からは頻繁な刃部再生がおこなわれたと理解できる。再生の繰り返しのなかで、刃部の平

面形態は若干外湾するものから直線的なものに変化した可能性が指摘できる。

以上のように、肉眼観察が可能な光沢の分析から導き出された推定を、概ね支持する結果となった。

しかし、今|画|の観察は盗意的に抽出した資料にとどまり、総体を反映しているのかは不明である。 ま

た、観察部位も器体の部分的範囲で、使用痕の発達の仕方を正確に捉えきれたものではない可能性が

ある。使用法、被加工物を含めた機能の特定には、細かな設定による段階的な実験と、金属顕微鏡に

よる量的な観察が必要で、今後の課題のひとつとしたい。

今回の観察結果は、技術形態学でくくられた単一の器種が一遺跡の中で担った生業の一端の痕跡、

として解釈したい。そして、今回のようなアプローチ法を他遺跡の資料に適用することで比較資料を

増やし、野田生4遺跡で推定された機能の普通性と蓋然性を確認していきたい。
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遺構一覧・掲載遺物一覧
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遺構一覧・掲載遺物一覧
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表4 包含層出土掲載土器一覧
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遺構一覧・掲載遺物一覧
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図版1

1 ．調査前風景（西から）
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図版2
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1 ． A地区調査状況（東から）

2. B・C地区調査状況（南西から）
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図版3
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1 . C地区遺構完掘状況（南東から）

2．完掘状況（南西から）
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図版4

1 ． 25％調査状況（東から）
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図版5
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図版9

1 ｡ H－2完掘状況（北東から）
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図版11

1 . H-2.炉2 ． 3及びHP検出状況（東から）
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